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　「
地
質
い
し
か
わ
」
第
65
号
は
、
ご

多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
谷
本
正
憲
石

川
県
知
事
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
執

筆
者
の
方
々
の
格
別
な
ご
協
力
に

よ
っ
て
発
刊
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
、

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
㈳
石
川
県
地
質
調
査
業
協
会

な
ら
び
に
会
員
各
社
に
対
し
格
別
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
質
調
査
業
は
、
脆
弱
な
地
形
地

質
を
熟
知
し
た
地
質
に
関
す
る
専
門

家
と
し
て
様
々
な
技
術
を
蓄
積
し
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
社
会
資

本
整
備
や
地
盤
災
害
、
土
壌
・
地
下

水
汚
染
等
の
環
境
問
題
を
通
し
て
社

会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
社
会
資
本
整
備
等
の
公
共
事

業
費
が
ピ
ー
ク
時
の
40
％
台
ま
で
削

減
さ
れ
た
現
在
、
公
共
事
業
の
依
存

度
が
高
い
地
質
調
査
業
界
は
長
い
間

厳
し
い
経
営
環
境
に
追
い
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
厳
し
い
限
ら
れ
た
予
算
で

の
社
会
資
本
整
備
事
業
等
で
は
、
よ

り
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
が
求
め
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

コ
ス
ト
削
減
の
要
は
優
れ
た
地
質
調

査
技
術
か
ら
得
ら
れ
る
、
よ
り
綿
密

な
地
盤
情
報
や
解
析
の
提
供
で
あ
る

事
が
不
可
欠
で
あ
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
い
か
に
地
盤

の
不
確
実
性
、
そ
れ
に
伴
う
地
質
リ

ス
ク
を
少
な
く
す
る
か
が
コ
ス
ト
削

減
に
対
す
る
地
質
調
査
の
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
　
　

　
地
質
調
査
業
は
公
共
事
業
依
存
型

産
業
で
あ
り
ま
す
が
、
地
盤
災
害
の

原
因
調
査
や
災
害
に
至
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
を
行
い
、
国
土
の
安
全
、

防
災
、
減
災
に
向
け
た
ソ
フ
ト
、
ハ
ー

ド
両
面
に
活
か
す
こ
と
が
地
質
調
査

業
の
課
題
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
課
題
解
明
に
は
、
そ
の
地
域

の
複
雑
な
地
形
・
地
質
・
土
質
性
状

に
精
通
し
た
結
果
か
ら
高
度
な
判
断

が
で
き
る
地
質
調
査
業
の
専
門
技
術

者
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
協
会
会
員
一
同
は
厳
し
い
社
会

経
済
情
勢
の
下
で
生
き
残
る
た
め
、

苦
し
く
て
も
地
域
の
地
質
専
業
者
と

し
て
、
学
会
、
協
会
等
を
通
し
て
一

層
の
研
鑽
を
重
ね
、
よ
り
技
術
の
向

上
・
品
質
の
高
い
情
報
を
提
供
し
、

地
域
の
社
会
貢
献
に
尽
く
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
関
係
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
当
協
会
な
ら

び
に
会
員
企
業
に
対
し
て
一
層
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

発刊に際して

地質いしかわ 65号

㈳石川県地質調査業協会

会長  尾蔵　博
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本
県
の
経
済
・
雇
用
情
勢
は
、
全
体

と
し
て
持
ち
直
し
を
続
け
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
動
き
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
り
、

加
え
て
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
円

高
の
影
響
な
ど
、
景
気
を
さ
ら
に
下
押

し
す
る
リ
ス
ク
が
存
在
し
、
先
行
き
が

不
透
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
具
体
的

に
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
「
建

設
業
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
・
配

布
す
る
な
ど
支
援
を
一
層
強
化
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
、
建
設
業
の
皆

様
の
新
分
野
進
出
を
し
っ
か
り
と
後
押

し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
県
内
の
経
済
・
雇
用
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
経
済
・
雇
用
対
策

に
総
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
昨
年
７
月
に
県
と
県
内

金
融
機
関
が
連
携
し
て
創
設
し
た
、

１
３
０
億
円
と
い
う
地
域
独
自
の
フ
�

ン
ド
と
し
て
は
全
国
で
も
例
を
み
な
い

大
規
模
な
「
い
し
か
わ
次
世
代
産
業
創

造
フ
�
ン
ド
」
を
活
用
し
、
将
来
の
本

県
経
済
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
次
世
代
産
業
の
創
出
・
育
成
を
図

る
な
ど
、
未
来
へ
の
先
行
投
資
も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
経

営
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
建
設
業
の
皆

様
の
新
分
野
進
出
を
後
押
し
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
に
、
初
期
投
資
に
対
す

る
助
成
や
、
県
制
度
融
資
の
金
利
優
遇
、

入
札
参
加
資
格
の
優
遇
を
行
う
「
建
設

業
複
業
化
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
は
、

新
た
に
新
分
野
進
出
に
伴
う
人
件
費
助

成
を
加
え
、
全
国
で
最
も
充
実
し
た
４

点
セ
ッ
ト
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に
、
建
設
業
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
「
建
設
業
サ
ポ
ー
ト
デ

ス
ク
」
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
建
設

業
が
将
来
の
展
望
を
描
き
な
が
ら
、
経

　
県
で
は
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、「
経

営
の
安
心
」、「
資
金
の
安
心
」、「
雇
用

の
安
心
」
の
三
つ
の
安
心
の
確
保
に
向

け
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
・
強

化
や
、
公
共
投
資
の
確
保
に
よ
る
地
域

経
済
の
下
支
え
な
ど
、
経
済
・
雇
用
対

策
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
家
計
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
県
水
道
料
金
を
５

年
ぶ
り
に
引
き
下
げ
、
ほ
と
ん
ど
の
受

水
市
町
に
お
い
て
水
道
料
金
の
引
き
下

げ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
下
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
県
水
道
の
送
水
管
の
耐
震
化
・

２
系
統
化
に
も
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
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史
・
景
観
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
」

「
食
文
化
の
魅
力
向
上
」「
お
も
て
な
し

の
向
上
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

民
間
が
行
う
先
導
的
な
取
り
組
み
へ
の

支
援
を
は
じ
め
、
開
業
に
向
け
た
対
応

を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
を
見
据
え

た
県
都
金
沢
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
に
お
い

て
、
昨
年
４
月
に
、「
石
川
県
政
記
念

し
い
の
き
迎
賓
館
」、
金
沢
城
公
園
の

「
河
北
門
」
と
「
い
も
り
堀
」
を
完
成

供
用
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
金
沢
城
は
、
我
が
国
を

代
表
す
る
近
世
城
郭
の
歴
史
的
文
化
遺

産
で
あ
り
、
そ
の
復
元
整
備
に
つ
い
て

は
、
史
実
性
や
整
備
効
果
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
、「
橋

爪
門
」
二
の
門
の
復
元
に
よ
る
金
沢
城

三
御
門
の
完
成
や
旧
県
立
体
育
館
跡
地

の
「
玉
泉
院
丸
跡
」
の
暫
定
整
備
な
ど

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
街
並
み
景
観
の
形
成
に
向
け

て
、
兼
六
園
周
辺
の
歴
史
地
区
を
は
じ

め
、
山
中
温
泉
や
和
倉
温
泉
な
ど
の
観

光
地
に
お
い
て
、
無
電
柱
化
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
北
陸
自
動
車
道
や
小
松
空
港
と
加

賀
温
泉
郷
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る

南
加
賀
道
路
で
は
、
昨
年
新
た
に
熊
坂

か
ら
曽
宇
間
の
工
事
に
本
格
的
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
着
実

な
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
能
登
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、

能
登
地
域
の
産
業
、
観
光
、
文
化
の
交

流
を
促
進
す
る
幹
線
道
路
で
あ
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
８
月
、
関
係
市
町
と
連
携
し
、
中
能

登
町
以
北
３
市
４
町
の
住
民
の
方
々
を

対
象
に
、
横
田
料
金
所
に
加
え
、
新
た

に
上
棚
矢
駄
料
金
所
を
実
質
無
料
化
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
加
え
て
能
登
有
料
道
路
を
は
じ
め
、

川
北
大
橋
有
料
道
路
と
田
鶴
浜
道
路
の

３
つ
の
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
無
料

化
実
施
時
期
を
前
倒
し
し
、
平
成
25
年

４
月
に
無
料
化
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、能
登
・
金
沢
・
加
賀
を
結
ぶ
大

動
脈
と
し
て
、無
料
化
後
も
引
き
続
き

現
在
と
同
等
の
高
速
サ
ー
ビ
ス
が
確
保

で
き
る
よ
う
、新
年
度
か
ら
能
登
有
料

道
路
の
内
灘
町
大
根
布
か
ら
か
ほ
く
市

白
尾
間
及
び
川
北
大
橋
有
料
道
路
を
含

む
加
賀
産
業
開
発
道
路
の
小
松
市
軽
海

町
か
ら
八
幡
間
の
４
車
線
化
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

取
り
組
み
も
大
事
で
す
。
奥
能
登
の
食

材
や
器
、
箸
を
使
っ
た
「
能
登
丼
」
や
、

白
山
麓
の
食
材
を
使
用
し
健
康
に
こ
だ

わ
っ
た
料
理
「
白
山
百
膳
」
が
年
々
売

上
げ
を
伸
ば
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
地

域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
磨
き
を
か
け

て
い
く
取
り
組
み
を
引
き
続
き
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
誘
客
に
つ
い
て
は
、
今
年
か
ら

冬
期
も
開
催
し
て
い
る
「
能
登
ふ
る
さ

と
博
」
や
「
加
賀
四
湯
博
」
な
ど
を
通

し
て
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
松
空
港
、
能
登
空
港
で
は
、
羽
田

便
の
国
内
で
の
乗
継
割
引
が
そ
れ
ぞ

れ
35
区
間
、
22
区
間
に
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
羽
田
空
港
の
再
拡
張
事
業
の

完
成
に
伴
い
同
空
港
に
就
航
し
た
国

際
線
と
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
国
内
外
の

定
期
便
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
金
沢
港
、
七
尾
港
で
は
、
大
水
深
岸

壁
の
整
備
な
ど
港
湾
機
能
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
官
民
挙
げ
て
更
な
る
利

用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
高
規

格
幹
線
道
路
で
あ
る
能
越
自
動
車
道

は
、
北
陸
自
動
車
道
や
東
海
北
陸
自
動

車
道
と
一
体
と
な
っ
て
高
速
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
能
登
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
１
日

も
早
い
全
線
供
用
が
必
要
で
す
。
七
尾

東
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
泊
Ｉ
Ｃ
間
の
平
成
24
年

度
の
供
用
に
加
え
、
残
る
県
境
部
や
七

尾
Ｉ
Ｃ
か
ら
七
尾
東
Ｉ
Ｃ
間
の
北
陸
新

幹
線
金
沢
開
業
ま
で
の
供
用
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

能
越
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を

図
る
た
め
に
、
珠
洲
道
路
な
ど
の
整
備

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
金
沢
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化

と
集
積
す
る
工
業
団
地
群
や
金
沢
港

へ
の
物
流
支
援
を
図
る
た
め
、
金
沢
外

環
状
道
路
や
北
陸
自
動
車
道
の
新
た

な
Ｉ
Ｃ
と
な
る
白
山
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）等
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
海
側
幹
線
の
白

山
市
乾
か
ら
金
沢
市
福
増
間
及
び
白
山

Ｉ
Ｃ
は
平
成
24
年
春
の
供
用
、
更
に
金

沢
市
鞍
月
か
ら
大
河
端
町
間
及
び
能
登

有
料
道
路
の
直
線
化
は
平
成
25
年
春
の

供
用
を
目
指
し
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
山
側
幹
線
の
鈴
見
交
差
点
か
ら

御
所
Ｉ
Ｃ
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

の
４
車
線
供
用
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
南
加
賀
地
域
の
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
８
号
の
小
松
バ
イ
パ
ス
で
は
、
平
成

24
年
度
に
小
松
市
八
幡
か
ら
東
山
町
間

の
４
車
線
供
用
を
行
い
、
交
通
の
円
滑

  ■  特別寄稿 ■  石川県知事 谷本  正憲  - - - - - - - - -  活力あふれるふるさとづくり

金沢港（国土交通省提供）能越自動車道（七尾市麻生町地内） 北陸新幹線（西金沢高架橋）

　
一
方
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
、
広
域
交
流
基
盤
を
最
大
限
に
活

用
し
て
人
や
モ
ノ
の
交
流
を
盛
ん
に

し
、
石
川
の
活
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く

取
り
組
み
も
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
交
流
基
盤
整
備
の
総
仕
上
げ
と
も
言

え
る
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
末
ま
で
の
金
沢
開
業
に
必
要
な

予
算
確
保
を
は
じ
め
、
白
山
総
合
車
両

基
地
以
西
の
早
期
全
線
整
備
、
並
行
在

来
線
対
策
等
に
つ
い
て
、
沿
線
各
県
と

連
携
を
密
に
し
、
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
３
年
後
に
迫
っ
た
北
陸
新
幹
線
の
金

沢
開
業
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

県
内
全
域
に
そ
の
効
果
を
波
及
さ
せ
る

た
め
の
ア
ク
シ
�
ン
プ
ラ
ン
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
21
」
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７

月
に
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
県
民
推
進
会
議
」

が
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
歴

2
広
域
交
流
基
盤

の
整
備
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本
県
の
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
現
在
策
定
中
の
新
た
な
行
財

政
改
革
大
綱
等
に
よ
り
、
更
な
る
歳
入

確
保
や
歳
出
全
般
の
見
直
し
を
行
い
、

行
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
に
必
要
な
社
会
資
本
整
備
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
３
年
後
に
迫
っ
た
北

陸
新
幹
線
金
沢
開
業
を
見
据
え
、
人
や

モ
ノ
の
交
流
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
地

域
の
個
性
に
磨
き
を
か
け
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、

活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

4
お
わ
り
に

画
的
に
補
修
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
港

湾
、
公
園
な
ど
に
お
い
て
は
、
既
に
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
お

り
、
昨
年
か
ら
水
門
や
堰
な
ど
の
河
川

管
理
施
設
に
つ
い
て
も
計
画
策
定
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
計
画
的
な
維

持
管
理
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
昨
年
は
、
国
連
が
定
め

た
「
国
際
生
物
多
様
性
年
」
で
あ
り
、

10
月
に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
の
関
連
会
議
や
、
12
月
に
本
県
で
行

わ
れ
た
「
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」

に
お
い
て
、
本
県
の
里
山
里
海
の
利
用
・

保
全
に
関
す
る
取
り
組
み
を
広
く
発
信

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
同

様
に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
は
我
々
の

生
存
に
不
可
欠
な
課
題
で
あ
り
、
本
県

で
は
、
県
土
の
約
６
割
を
里
山
が
占
め
、

身
近
な
自
然
と
も
い
え
る
里
山
里
海
の

利
用
・
保
全
を
中
心
に
、
取
り
組
み
の

拠
り
所
と
な
る
「
石
川
県
生
物
多
様
性

戦
略
ビ
ジ
�
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
ジ
�
ン
で
は
、
昨
年
、
40
年

ぶ
り
に
里
帰
り
す
る
な
ど
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
「
ト
キ
」

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、「
ト
キ
」
が
羽

ば
た
く
い
し
か
わ
を
目
指
す
と
い
う
分

か
り
や
す
い
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
」
社
会
の

実
現
に
向
け
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、

一
過
性
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
永
続
的

に
続
い
て
い
く
よ
う
、
県
民
、
企
業
の

皆
様
方
と
と
も
に
、
力
強
く
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

識
し
て
い
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
に
対
す
る
防
災
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
県
都
金
沢
の
浅
野

川
や
犀
川
、
小
松
市
粟
津
温
泉
の
粟

津
川
放
水
路
、
加
賀
市
柴
山
潟
の
湖

岸
堤
な
ど
の
緊
急
対
策
特
定
区
間
の

整
備
や
、
浸
水
多
発
個
所
で
あ
る
七

尾
市
の
鷹
合
川
な
ど
の
整
備
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
金
沢
市
街
地
を
流
れ
る
浅
野

川
と
犀
川
は
、
浅
野
川
放
水
路
で
繋

が
っ
た
一
体
的
な
治
水
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
根
幹
と
な
る
辰
巳

ダ
ム
の
建
設
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

両
河
川
の
改
修
を
集
中
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
に

対
し
て
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る

「
砂
防
サ
ポ
ー
ト
隊
」
を
派
遣
し
、
専

門
的
見
地
か
ら
避
難
場
所
の
確
認
や

施
設
の
安
全
性
を
高
め
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
な
ど
き
め
細
か
な
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
略
的
維
持
管
理
に
向
け
、

橋
梁
に
つ
い
て
は
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、
劣
化
・
損
傷
の
著
し
い

１
３
１
橋
を
５
カ
年
間
で
緊
急
か
つ
計

辰巳ダム

無電柱化（山中温泉）

浅野川（金沢市京町）
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県
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
つ
い
て
も
怠
り
な
く
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
お

け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
能
登
北
部
地
域
、
南
加
賀
地
域

を
中
心
に
医
師
や
看
護
師
の
確
保
対

策
、
周
産
期
医
療
体
制
や
救
急
医
療
体

制
の
強
化
な
ど
、
本
県
に
お
け
る
地
域

医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
新
た
な
県
立
中
央
病
院
の
建
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
地
で
の
建
て
替
え

を
前
提
に
、
今
年
秋
を
目
途
と
し
た
基

本
構
想
の
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
や
浅
野
川
流
域
の
豪

雨
災
害
を
相
次
い
で
経
験
し
た
本
県
に

と
っ
て
、
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

こ
と
は
最
も
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
認

3
安
全
･
安
心
の

確
保
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清水大橋Ａ２橋台周辺の軟弱地盤対策

《
米
町
川
の
概
要
に
つ
い
て
》

　
米
町
川
は
能
登
半
島
の
中
央
に

位
置
し
、
志
賀
町
荒
屋
地
先
に
そ

の
源
が
あ
り
、
流
れ
の
途
中
に
草

木
川
、
長
田
川
、
仏
木
川
等
の
支

川
を
合
わ
せ
、
河
口
近
く
で
最
大

の
支
川
於
古
川
と
合
流
し
て
日
本

海
に
注
ぐ
流
域
面
積
約
１
１
３
㎢
、

川
の
長
さ
約
17
㎞
の
二
級
河
川
で

す
。

　
過
去
の
浸
水
被
害
と
し
て
は
、

昭
和
33
年
７
月
の
洪
水
で
は
、
米

町
川
及
び
於
古
川
が
氾
濫
し
、
下

流
部
か
ら
中
流
部
の
広
範
囲
に
か

け
て
床
上
浸
水
約
３
０
０
戸
、
床

下
浸
水
約
７
０
０
戸
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
近
年
で
も

平
成
10
年
８
月
、
平
成
14
年
７
月

洪
水
の
よ
う
に
、
毎
年
の
よ
う
に

浸
水
被
害
が
発
生
し
、
洪
水
対
策

と
し
て
、
平
成
元
年
度
よ
り
、
河

道
拡
幅
、
堤
防
整
備
、
橋
梁
架
替

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
よ
り
、「
清
水
大

橋
」
の
架
替
工
事
に
着
手
し
、
現

在
、
Ａ
２
橋
台
、
Ｐ
１
橋
脚
が
完

成
し
て
い
ま
す
が
、
軟
弱
地
盤
の

《
橋
梁
下
部
工
に
変
位
が
発
生
》

　
軟
弱
地
盤
対
策
を
終
え
、
左
岸

Ａ
１
橋
台
の
施
工
に
向
け
た
河
道

切
り
回
し
の
た
め
、
Ａ
２
橋
台
と

Ｐ
１
橋
脚
間
の
河
道
掘
削
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、
掘
削
開
始
よ
り
12

日
後
に
は
、
Ａ
２
橋
台
と
Ｐ
１
橋

脚
の
水
平
距
離
が
工
事
前
に
対
し

て
約
25
ミ
リ
の
変
位
が
生
じ
る
事

態
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
３
日
後
に

は
変
位
が
約
30
ミ
リ
に
拡
大
し
た

た
め
、
埋
め
戻
し
を
行
い
ま
し
た
。

《
試
験
掘
削
の
実
施
》

　
変
状
の
原
因
究
明
や
対
策
を
行

う
た
め
、
Ａ
２
橋
台
前
面
近
傍
及

び
Ａ
２
橋
台
〜
Ｐ
１
橋
脚
間
の
上

流
側
で
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
と
室
内

土
質
試
験
を
行
い
、
現
状
地
盤
の

確
認
を
行
っ
た
ほ
か
、
Ａ
２
橋
台

の
近
傍
で
試
験
掘
削
を
行
い
、
掘

削
に
よ
っ
て
生
じ
る
地
盤
変
位
を

孔
内
傾
斜
計
と
地
表
面
変
位
杭
に

よ
り
観
測
し
、
地
中
変
位
と
地
表

面
変
位
の
規
模
や
範
囲
及
び
深
度

等
を
把
握
し
ま
し
た
。

《「
清
水
大
橋
」
周
辺
の
地
質
》

　
清
水
大
橋
周
辺
の
地
質
は
以
下

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
該

地
で
は
、
堀
松
砂
岩
層
を
基
盤
と

し
、
そ
の
上
位
に
沖
積
層
が
層
厚

約
20
ｍ
で
厚
く
堆
積
し
て
い
ま

す
。
特
に
沖
積
粘
性
土
層
は
、
Ｎ

値
０
〜
２
が
大
半
を
占
め
、
軟
弱

地
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
清
水
大
橋
の
軟
弱
地
盤
対
策
設
計
》

　
軟
弱
地
盤
対
策
工
の
設
計
は
、

圧
密
沈
下
解
析
（
テ
リ
ツ
�
ー
ギ

の
一
次
元
圧
密
解
析
）
及
び
盛
土

安
定
解
析
（
円
弧
す
べ
り
面
法
）

橋
梁
縦
断
方
向
に
対
し
て
橋
台
の

側
方
移
動
の
検
討
（
側
方
移
動
判

定
値
Ｉ
値
、
側
方
移
動
指
数
Ｆ
値
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
解
析
の
結
果
、

無
対
策
の
場
合
、
沈
下
、
盛
土
の

安
定
解
析
及
び
橋
台
の
側
方
移
動

の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
対
策
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
軟
弱
地

盤
対
策
と
し
て
、
深
層
混
合
処
理

工
法
（
粉
体
噴
射
攪
拌
工
法
）
等

を
実
施
し
ま
し
た
。

た
め
対
策
に
時
間
を
要
し
て
い
ま

す
。「
清
水
大
橋
」
を
含
む
米
町
川

の
周
辺
は
軟
弱
な
沖
積
層
が
厚
く

堆
積
し
、
周
辺
で
は
、
過
去
に
築

堤
盛
土
や
河
道
掘
削
に
よ
る
堤
防

破
壊
、
河
道
隆
起
、
橋
台
の
側
方

移
動
等
の
被
災
を
受
け
て
い
ま
す
。

「清水大橋」架替に伴う軟弱地盤対策工事について
二級河川米町川　総合流域防災工事 提 言

01

石川県中能登土木総合事務所 河川砂防課

土木技術専門員  細川 彰仁
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提 言

01
「清水大橋」架替に伴う軟弱地盤対策工事について

二級河川米町川　総合流域防災工事

対策工標準断面図

《
対
策
工
の
設
計
》

　
Ａ
２
橋
台
の
変
状
は
、
河
道
掘

削
に
よ
る
応
力
解
放
に
伴
い
掘
削

面
が
リ
バ
ウ
ン
ド
し
、
軟
弱
な
粘

性
土
層
が
側
方
流
動
し
た
こ
と

で
、
橋
台
が
掘
削
側
に
変
位
し
た

も
の
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
橋
台

前
面
の
改
良
柱
体
が
接
円
し
て
い

な
い
当
該
現
場
は
、
改
良
柱
体
が

単
柱
と
し
て
挙
動
し
た
こ
と
で
、

十
分
な
受
動
抵
抗
が
発
揮
で
き
ず

変
位
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
今
回
の
変
状
は
、
２
つ
の
要
因

が
複
合
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

２
つ
の
要
因
に
つ
い
て
対
策
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

① 

橋
台
前
面
の
受
動
抵
抗
を

　
補
強
す
る
対
策

　
当
該
現
場
は
、
直
径
１
ｍ
の
改

良
柱
体
が
１
．
５
ｍ
間
隔
で
造
成

さ
れ
て
お
り
、
接
円
改
良
以
上
の

改
良
仕
様
に
改
善
す
る
た
め
、
直

径
１
．
２
ｍ
の
改
良
体
を
追
加
し

ま
し
た
。（
中
・
高
圧
噴
射
攪
拌
工
）

《
最
後
に
》

　
以
上
の
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
、

工
事
は
順
調
に
進
み
、
来
年
度
に

は
上
部
工
を
架
橋
で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
、
類

似
し
た
事
例
も
多
く
報
告
さ
れ
、

今
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
も
対
策

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に

「
清
水
大
橋
」
の
軟
弱
地
盤
対
策
工

事
で
は
地
盤
の
調
査
、
設
計
、
施
工
、

施
工
検
討
会
等
、
地
質
関
係
者
の

皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

② 

応
力
解
法
に
伴
う
掘
削
面
の

　
リ
バ
ウ
ン
ド
量
を
軽
減
す
る
対
策

　
当
該
現
場
の
よ
う
に
軟
弱
な
地

盤
条
件
で
は
、リ
バ
ウ
ン
ド
量
が
大

き
く
、そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、浅

層
の
地
山
を
地
盤
改
良
し
て
強
度

を
高
め
た
地
盤
改
良
層
を
造
成
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
橋
台
か
ら

橋
脚
に
か
け
て
浅
・
中
層
混
合
処
理

工
）

《
現
象
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
想
定
》

　
掘
削
区
域
周
辺
地
盤
は
掘
削
方

向
へ
の
水
平
変
位
と
浮
き
上
が
り

方
向
の
鉛
直
変
位
が
生
じ
て
お

り
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
変
形
解
析
に
お
い

て
も
地
盤
変
位
の
方
向
は
同
様
で

し
た
。
地
盤
の
掘
削
に
よ
る
応
力

解
放
に
伴
う
変
位
で
あ
る
と
い
え

る
。
試
験
掘
削
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

改
良
柱
体
背
後
に
ク
ラ
ッ
ク
が
生

じ
て
お
り
、
改
良
柱
体
が
倒
れ
込

む
よ
う
な
挙
動
を
示
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。
改
良
柱
体
が

造
成
さ
れ
た
地
盤
が
複
合
地
盤
と

な
っ
て
外
力
に
抵
抗
す
る
の
で
は

な
く
、
改
良
柱
体
が
個
々
に
挙
動

し
て
い
る
た
め
に
、
十
分
な
変
位

抑
制
効
果
を
発
揮
で
き
な
い
た
め

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

土
木
用
語 

大
辞
典

【
応
力
開
放
】

切
土
，
ト
ン
ネ
ル
掘
削
，
サ
ン

プ
リ
ン
グ
等
に
よ
っ
て
，
地
盤

あ
る
い
は
土
塊
に
作
用
し
て
い

た
応
力
が
消
滅
あ
る
い
は
減
少

す
る
現
象
。

建
設
に
伴
う
地
山
の
応
力
開
放

を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
。

ま
た
，
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
お
け

る
地
中
か
ら
の
試
料
切
り
出
し

に
伴
う
応
力
開
放
は
，
試
料
の

乱
れ
の
原
因
の
一
つ
と
な
る
。

【
リ
バ
ウ
ン
ド
】

地
盤
上
に
載
荷
重
を
加
え
る
と

地
盤
は
沈
下
す
る
が
，
こ
れ
を

除
去
す
る
と
変
位
が
回
復
す
る

現
象
。
載
荷
重
に
よ
る
地
盤
の

沈
下
は
土
の
塑
性
的
な
変
形
と

弾
性
的
な
変
形
の
両
者
に
起
因

し
て
生
じ
る
が
，
こ
の
う
ち
弾

性
的
な
変
形
が
除
荷
に
よ
り
回

復
す
る
。
一
般
に
弾
性
変
形
は

塑
性
変
形
に
比
べ
て
小
さ
い
た

め
，
リ
バ
ウ
ン
ド
量
は
沈
下
量

に
比
べ
て
小
さ
い
。
リ
バ
ウ
ン

ド
は
こ
の
ほ
か
，
既
製
杭
の
打

込
み
作
業
中
に
杭
が
浮
き
上
が

る
現
象
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
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提 言

02

１
� 

は
じ
め
に

　
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
等

に
よ
り
、
集
中
豪
雨
の
多
発
や
台
風

の
大
型
化
な
ど
土
砂
災
害
の
増
加
、

激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
機
構
改

革
の
一
環
か
ら
土
砂
災
害
の
窓
口
を

一
元
化
し
災
害
対
応
や
が
け
地
相
談

の
迅
速
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
平
成

22
年
４
月
に
土
木
部
道
路
建
設
課
内

に
「
が
け
地
対
策
室
」
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
土
木
職
３
人
、
建
築
職
１
人
の
少

人
数
体
制
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
が
、
主
な
業
務
を
紹
介
し
金

沢
市
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
の
取

組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

２
� 

主
な
業
務
に
つ
い
て

①
が
け
地
に
係
る
災
害
対
策
の

　
調
整
に
関
す
る
業
務

　
が
け
地
災
害
発
生
が
懸
念
又
は
発

生
し
た
場
合
の
情
報
収
集
と
監
視
及

び
現
場
対
応
の
指
揮
な
ど
を
行
う
と

共
に
、
人
命
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
防

災
管
理
監
へ
避
難
勧
告
発
令
を
進
言

し
ま
す
。（
規
模
に
よ
り
石
川
県
関
係

部
局
と
の
連
携
も
重
要
と
な
り
ま
す
）

配
備
体
制
の
人
員
は
、
都
市
整
備
局

内
８
課
の
技
術
職
員
の
応
援
を
得
て

編
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
復
旧
に
向
け
て
は
、
道
路
・

河
川
・
農
業
・
森
林
の
各
課
を
交
え

て
事
業
手
法
の
調
整
を
行
い
、
な
る

べ
く
市
民
の
方
に
有
利
と
な
る
（
経

済
負
担
の
少
な
い
）
手
法
の
導
入
を

考
慮
し
ま
す
。

②
が
け
地
に
係
る
私
有
地
の

　
防
災
対
策
の
指
導
及
び
助
成
に

　
関
す
る
業
務

▼
▼ 

敷
地
に
高
低
差
の
あ
る

　
　 

建
築
物
の
離
隔
指
導

　
建
築
基
準
法
と
金
沢
市
建
築
基
準

条
例
に
基
づ
き
、が
け
災
害
に
お
け
る

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、高
低

差
１
ｍ
以
上
を
有
す
る
自
然
斜
面
や

擁
壁
を
対
象
と
し
た
安
全
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。建
築
確
認
申
請
と
連

携
す
る
こ
と
で
、建
築
物
の
離
隔
指
導

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、建
築
物
や
人
命

の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
▼ 

が
け
地
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　
が
け
地
災
害
の
未
然
防
止
と
啓
発

活
動
を
目
的
に
、
丘
陵
地
に
造
成
さ

れ
た
既
存
団
地
に
つ
い
て
梅
雨
前
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
が
け
地

災
害
へ
の
啓
発
を
行
う
と
共
に
、
現

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

異
常
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
が
け
地

（
擁
壁
）
の
所
有
者
に
は
、
状
況
の

説
明
と
維
持
保
全
の
徹
底
を
指
導
し

て
い
ま
す
。

▼
▼ 

が
け
地
防
災
工
事
費
等

　
　  

助
成 

制
度

　
が
け
崩
れ
に
よ
る
災
害
を
防
止
す

る
た
め
、
が
け
の
防
災
工
事
・
地
盤

調
査
・
測
量
設
計
な
ど
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

公
共
工
事
の
採
択
用
件
を
満
た
さ
な

い
個
人
所
有
の
が
け
面
（
自
然
斜

面
・
人
工
斜
面
な
ど
）
で
、
こ
う
配

が
30
度
を
超
え
高
さ
が
３
ｍ
を
超
え

公
共
施
設
や
居
住
の
有
す
る
建
築
物

に
影
響
が
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
応
急
防
災
工
事
や
が
け
下
の
危

険
住
宅
除
去
費
な
ど
の
ほ
か
、
今
年

度
は
新
た
に
地
下
水
が
原
因
で
起
こ

る
が
け
の
変
状
や
進
行
を
抑
制
す
る

た
め
の
抑
制
工
事
も
助
成
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

「がけ地対策室の新設」
土砂災害防止の取り組みについて

金沢市都市整備局土木部道路建設課 がけ地対策室

室長  木村  裕一

■ 土砂災害警戒配備体制

■ 金沢市がけ地防災工事費等補助金交付制度

 ■ がけ地災害パンフレット
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提 言

02
「がけ地対策室の新設」

土砂災害防止の取り組みについて

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
等
の

　
防
災
に
関
す
る
業
務

　
土
砂
災
害
は
土
石
流
、地
す
べ

り
、が
け
崩
れ
な
ど
多
様
な
形
態

で
発
生
し
ま
す
。そ
の
よ
う
な
土

砂
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守

る
た
め
構
造
物
の
設
置
に
よ
る

ハ
ー
ド
対
策
と
、土
砂
災
害
の
発

生
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
を
明

ら
か
に
し
避
難
体
制
の
整
備
や

開
発
行
為
な
ど
を
抑
制
す
る
ソ

フ
ト
対
策
が
あ
り
ま
す
。

▼
▼ 

ハ
ー
ド
対
策

　
砂
防
法
（
M
30
）、地
す
べ
り

等
防
止
法
（
S
33
）、急
傾
斜
地

法
（
S
44
）に
よ
る
ハ
ー
ド
対
策

は
、金
沢
市
内
で
は
石
川
県
が
事

業
主
体
と
な
り
、が
け
地
対
策
室

で
は
地
元
の
意
見
調
整
な
ど
で

県
砂
防
部
局
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。急
傾
斜
地
事
業

で
は
県
事
業
の
採
択
基
準
に
満

た
な
い
箇
所
に
つ
い
て
、が
け
地

対
策
室
で
県
費
補
助
に
よ
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
▼ 

ソ
フ
ト
対
策

　
金
沢
市
内
に
は
土
砂
災
害
に

よ
る
危
険
箇
所
が
５
３
５
箇
所

あ
り
ま
す
。す
べ
て
の
危
険
箇
所

を
対
策
工
事
に
よ
り
安
全
な
状
態
に

し
て
い
く
に
は
、多
大
な
費
用
と
時
間

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、人
命
や
財
産
を
守
る
た
め

ハ
ー
ド
対
策
と
併
せ
土
砂
災
害
防
止

法（
H
13
）に
よ
り
ソ
フ
ト
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○ 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
・

　 

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

　
石
川
県
に
よ
り
、現
地
基
礎
調
査
を

実
施
し
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

指
定
に
あ
た
っ
て
は
地
元
説
明
な
ど

で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、

指
定
後
は
区
域
内
の
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
や
新
規
住
宅
等
の
立
地
抑
制

な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な

り
、建
築
部
局
や
防
災
部
局
と
の
連
携

が
重
要
と
な
り
ま
す
。現
在
（
H
22
・

３
�今
後
の
取
り
組
み
に
 

   

つ
い
て

　
新
潟
県
中
越
地
震
等
の
際
に
、大

規
模
盛
土
造
成
地
の
崩
壊
に
よ
り
住

宅
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、市
街
地
直
下
を

北
北
東
か
ら
南
南
西
に
か
け
て
横
断

し
て
い
る
森
本
・
富
樫
断
層
帯
が
あ

り
、政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本

部
地
震
調
査
委
員
会
に
よ
る
と

２
０
０
１
年
か
ら
の
30
年
間
に
地
震

が
発
生
す
る
可
能
性
は
０
〜
５
％
で
、

我
が
国
の
主
な
活
断
層
の
中
で
も
高

い
グ
ル
ー
プ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
丘
陵
地
に
は
昭
和
40
年
頃
に

多
く
の
団
地
が
造
成
さ
れ
、そ
の
多

く
が
経
年
変
化
に
よ
り
法
面
や
擁
壁

の
崩
壊
の
危
険
性
が
増
大
し
て
い
ま

す
。地
震
時
に
お
け
る
既
存
団
地
の

安
全
性
向
上
に
向
け
た
施
策
の
展
開

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
の
宅
地
造
成
等
規
制
法

の
改
正
に
よ
り
、
宅
地
耐
震
化
に
向

け
た
ス
キ
ー
ム
は
確
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
区
域
指
定
に
よ
る
資
産
価
値
の

減
少
や
地
元
負
担
金
等
の
課
題
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
全
国
的
に
は
取

り
組
み
の
事
例
は
少
な
い
で
す
が
、

④
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
規
定
に

　
基
づ
く
宅
地
造
成
の
許
可
等
に

　
関
す
る
業
務

　
宅
地
造
成
等
規
制
区
域
内
に
お
け

る
宅
地
造
成
で
、
１
ｍ
を
超
え
る
切

土
又
は
２
ｍ
を
超
え
る
盛
土
を
行
う

場
合
、
切
り
盛
り
併
せ
て
２
ｍ
を
超

え
る
高
低
差
を
設
け
る
場
合
、
又
は

造
成
面
積
５
０
０
㎡
を
超
え
る
場
合

に
、
審
査
・
検
査
を
行
い
宅
地
の
安

全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

造
成
宅
地
の
耐
震
化
に
向
け
た
制
度

創
設
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

４
�お
わ
り
に

　
が
け
地
対
策
室
の
新
設
は
、
市
民

の
皆
様
か
ら
は
概
ね
好
評
に
迎
え
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
各
種
業
務
の
ほ
か
、
多
様
な
が
け

地
の
相
談
が
あ
り
、
安
全
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
迅
速
で
丁
寧
な

対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
市
民
福
祉
の
根
幹
で
あ
る
市
民
の

安
全
安
心
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

9
）の
市
内
の
指
定

率
は
59
％
で
、早
期

の
指
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
金
沢
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
金
沢
市

ま
ち
づ
く
り
支
援
情

報
シ
ス
テ
ム
」で
都

市
計
画
情
報
や
景
観

情
報
と
共
に
建
築
関

係
情
報
と
し
て
警
戒

区
域
や
砂
防
三
法
指

定
区
域
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

○ 

土
砂
災
害
避
難

　 

地
図
の
作
成

　
警
戒
区
域
の
指
定

後
は
、地
区
ご
と
に
避

難
地
図
を
作
成
し
て

全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　
全
体
で
は
29
地
区

の
作
成
を
予
定
し
て

お
り
、平
成
21
年
に

３
地
区
、平
成
22
年

に
４
地
区
を
作
成
し
、

今
後
５
年
程
で
完
了

さ
せ
る
予
定
で
す
。

■ 宅地造成工事規制区域図

■ 土砂災害避難地図の事例【森本地区】

■ 急傾斜地崩壊防止対策工事の採択要件

宅地造成等規制法に基づく規制区域図（A=3,875ha）
昭和42年 4月19日施行（建設省告示  第1455号）
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土
壌
汚
染
対
策
法
は
、
土
壌
汚
染
の
判
明
件

数
の
増
加
や
人
の
健
康
被
害
へ
の
懸
念
等
、
汚

染
調
査
や
対
策
手
法
確
立
へ
の
社
会
的
要
請
を

受
け
、
平
成
14
年
に
成
立
・
平
成
15
年
2
月
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
土
壌
汚
染
対
策
法
の

改
正
法
が
い
よ
い
よ
本
年
4
月
よ
り
施
行
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
不
動
産
鑑
定
評
価
基
準
の
改
正
で

「
土
壌
汚
染
」
が
新
た
に
導
入
さ
れ
（
平
成
17

年
4
月
）、
減
損
会
計
基
準
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
金
融
庁
金
融
検
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
（
平
成
19
年
改
訂
）
で
も
担
保
評
価
に
お

い
て
の
土
壌
汚
染
や
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
環
境
条

件
に
留
意
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
土
地
取
引
の
場
面
で
も
土
壌
汚
染
調
査

の
実
施
が
必
須
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
土
壌

汚
染
調
査
は
ま
さ
に
こ
の
7
年
間
で
定
着
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
当
社
も
、
そ
の
施
行
と
同
時
期

の
平
成
15
年
4
月
、
地
質
調
査
や
さ
く
井
・
温

泉
工
事
を
扱
う
㈱
北
陸
地
下
開
発
と
グ
ル
ー
プ

企
業
で
土
壌
や
水
質
分
析
、
騒
音
・
振
動
測
定

等
を
手
掛
け
る
㈱
北
陸
分
析
セ
ン
タ
ー
を
合
併

し
新
社
名
「
エ
オ
ネ
ッ
ク
ス
」
と
し
、
分
析
試

験
室
も
一
新
し
ま
し
た
。
調
査
計
画
の
立
案
・

ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
試
料
採
取
・
土
壌
分
析
・

汚
染
評
価
・
対
策
工
事
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ま
で
を
す
べ
て
自
社
で
賄
う
技
術
力
を
最
大
限

に
活
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
業
務
実
績
を

収
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
法
改
正
を
受
け
調
査
契
機
が
拡
大
し

た
こ
と
か
ら
、
既
に
当
社
の
業
務
量
も
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
益
々
、
企
業
の
社

会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
観
点
か
ら
土
地
資
産
の
評
価
に
際
し
て
汚

染
地
の
調
査
・
対
策
の
ニ
ー
ズ
は
一
層
高
ま
り
、

ま
た
よ
り
高
度
な
技
術
力
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
当
社
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
と
経
験

を
活
か
す
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
が
広
が
っ
た
と
解

釈
し
、
今
後
も
指
定
調
査
機
関
と
し
て
の
誇
り

を
胸
に
、
社
会
か
ら
支
持
さ
れ
る
企
業
に
な
る

よ
う
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

〜
エ
オ
ネ
ッ
ク
ス
は
、
既
に
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
き
っ
て
い
ま
す
〜

 既存の強制的な地下水位低下工法を大きく分類すると、ウェルポイント工法

とディープウェル工法に分類できます。

 現場の状況によっては、ウェルポイント工法では揚程や揚水能力が不足す

る場合があり、またディープウェル工法では過大設計になる場合があります。

このような現場に対応するため、弊社では、ウェルポイントエアジェット型を

考案しました。

▼ 新しい地下水位低下工法を考案

▼
ウ
�
ル
ポ
イ
ン
ト
エ
ア
ジ
�
�
ト
型
の
構
造 

　
ウ
�
ル
ポ
イ
ン
ト
エ
ア
ジ
�
ッ
ト
型
の
基
本

構
造
は
、V
U
75
の
ケ
ー
シ
ン
グ
管（
ス
ク
リ
ー

ン
加
工
）
内
に
揚
水
管
と
エ
ア
ー
供
給
管
を
挿

入
し
た
も
の
で
す
。

　
動
力
が
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
あ
る
た
め
、
1

台
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
複
数
の
管
か
ら
揚
水
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
弊
社
の
考
案
し
た

エ
ア
ジ
�
ッ
ト
装
置
に
よ
り
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
か

ら
の
圧
縮
空
気
を
効
率
的
に
供
給
し
ま
す
。

▼
ウ
�
ル
ポ
イ
ン
ト
エ
ア
ジ
�
�
ト
型
の
配
置
例

　
㈱
カ
ナ
イ
ワ
で
は
、
土
質
の
確
認
を
行
い
、

地
下
水
位
、
透
水
係
数
、
湧
水
量
等
を
確
認
し
、

目
標
地
下
水
低
下
深
度
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、

よ
り
安
価
で
・
よ
り
確
実
な
地
下
水
対
策
工
法

の
設
計
・
施
工
を
致
し
ま
す
。

＊
ウ
�
ル
ポ
イ
ン
ト
エ
ア
ジ
�
ッ
ト
型
は

　
特
許
出
願
中
で
す
。

　（
特
願 

2
0
0
6
｜

2
3
4
9
4
8
）

株
式
会
社
カ
ナ
イ
ワ

地
下
水
位
低
下
工
法
に
新
し
い
工
法
が
加
わ
り
ま
し
た
�

株
式
会
社
エ
オ
ネ
ッ
ク
ス

改
正
土
壌
汚
染
対
策
法
の
施
行
に
あ
た
�
て

取り組み
我が社の

取り組み
我が社の

特別企画・第1弾

MEMBERSHIP CONTENTS特別企画  会員のページ
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当
社
は
、
昭
和
9
年
2
月
に
吉
田
ポ
ン
プ
店

と
し
て
創
業
以
来
、
今
日
の
東
亜
鑿さ
く

泉せ
ん

工
業
株

式
会
社
に
至
る
ま
で
の
75
年
間
、
地
域
の
人
達

か
ら
御
愛
顧
頂
い
て
来
ま
し
た
。
そ
の
間
、
地

域
密
着
型
の
企
業
を
目
指
し
、
広
く
顧
客
か
ら

信
頼
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
基
本
方
針
の
根
幹
は
「
誠
実
で
信
頼

さ
れ
る
企
業
」
で
あ
り
「
社
会
に
感
謝
す
る
企

業
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
少
し
で
も
地
域
社
会

に
役
立
つ
事
が
な
い
か
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
立

て
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
近
年
、「
洪
水
防
止
機
能
・
地
域
用
水
機
能

及
び
生
物
多
様
性
機
能
・
水
質
浄
化
機
能
」
を

維
持
し
、
邑
知
潟
の
自
然
を
守
る
為
、
様
々
な

立
場
の
方
が
参
加
す
る
「
邑
知
潟
周
辺
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
が
、
平
成
16
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ

て
お
り
、
当
社
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
豊
か
で
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
住
民
の
自
然
を
守
る
事
で
環
境
保

全
等
に
貢
献
出
来
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
率
先
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
は
、
地
す
べ
り
防
止
事
業
や
森
林
整
備

事
業
に
お
け
る
調
査
、
設
計
、
施
工
を
行
っ
て

お
り
、
森
林
と
は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
環
境
I
S
O
（
I
S
O
1
4
0
0
1
）
を

取
得
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
事
業
活
動
を
通
し
て
、
身
近
に
あ
る
里
山
が

近
年
は
人
手
が
入
ら
ず
荒
廃
し
て
い
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
、
環
境
I
S
O
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

い
う
思
い
か
ら
、
石
川
県
が
進
め
て
い
る
「
企

業
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
、
休
日
等
を
利

用
し
て
の
社
員
及
び
そ
の
家
族
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
2
年
間
で
、
金
沢
市
の
富
樫
県

有
林
に
お
い
て
2
5
7
9
㎡
の
竹
林
整
備
を

終
え
ま
し
た
。
今
年
度
10
月
よ
り
平
成
27
年
度

末
ま
で
の
計
画
で
、
津
幡
町
の
石
川
県
森
林
公

園
に
お
い
て
8
4
0
0
㎡
の
竹
、
雑
木
の
除
去

及
び
下
草
刈
り
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

整備前の状態

作業状況邑知潟周辺クリーン作戦 ボランティア活動に参加（堰堤の除草・ゴミ・空缶・ペットボトル拾い）

作業開始前の説明

ゴミ・空缶・ペットボトル拾い

農道周辺の除草作業

作業は4班に分かれ、当社は③に参加
整備後の状態作業後のバーベキュー

「
企
業
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
」 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

環
境
I
S
O
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

東
亜
鑿
泉
工
業
株
式
会
社

生
活
に
密
着
し
、

〝
誠
実
で
信
頼
さ
れ
る
企
業
〟で
あ
る
た
め
に
！

中
部
地
下
開
発
株
式
会
社

取り組み
我が社の

取り組み
我が社の

MEMBERSHIP CONTENTS 会員のページ
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我
が
社
の
設
立
は
昭
和
31
年
12
月
で
す
の
で
、

今
年
で
設
立
55
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
記
念
と
し
て
、５
月
22
日（
土
）に
石
川
県
森

林
公
園
に
て
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
早
朝
６
時
、
本
社
の
前
に
ぞ
く
ぞ
く
と
社
員
、

協
力
業
者
の
皆
さ
ん
そ
し
て
そ
の
家
族
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
参
加
者
は
１
３
０
人
で
す
。

午
前
９
時
30
分
、
参
加
者
全
員
を
乗
せ
た
バ
ス

が
目
的
地
の
森
林
公
園
に
着
き
ま
し
た
。

　
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
司
会
者
の
「
そ
れ

で
は
植
樹
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。」
を
合

図
に
、
一
斉
に
木
の
種
類
ご
と
に
７
班
に
別
れ
、

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
頃

の
仕
事
で
穴
を
掘
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
ま
す

が
、
植
樹
活
動
は
初
め
て
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
ま
た
、
土
が
固
く
思
っ
て
い
た
よ
り
も
手

強
い
作
業
で
す
。
そ
れ
で
も
み
ん
な
「
ヒ
ー

ハ
ー
」
言
い
な
が
ら
大
き
な
穴
を
掘
り
ま
し
た
。

ま
る
で
「
も
ぐ
ら
た
た
き
」
の
穴
の
よ
う
で
す
。

そ
こ
に
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ク
ヌ
ギ
、
山
グ
リ
、
コ

ナ
ラ
、
エ
ノ
キ
、
ブ
ナ
、
カ
シ
ワ
の
苗
木
総
数

１
３
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
親
子
で
植
え
る

人
、
夫
婦
で
植
え
る
人
、
植
樹
よ
り
も
土
遊
び

に
一
生
懸
命
な
子
・
・
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も
い
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
一
つ
の
こ
と
に
み
ん
な
で

取
組
む
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
想
像
以
上
に
楽

し
く
て
、
い
つ
も
は
真
剣
な
表
情
で
近
寄
り
が

た
い
社
員
も
こ
の
日
は
眩
し
い
ほ
ど
の
笑
顔
で

の
交
流
で
す
。「
ホ
ク
コ
ク
の
森
」
と
名
づ
け

た
こ
の
森
に
、
自
分
た
ち
の
手
で
植
え
た
木
が
、

長
い
月
日
を
か
け
て
大
き
く
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
了
後
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
す
。
こ
ち
ら
の
方
も
お
お
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
仕
事
は
、人
々
の
生
活
環
境
の
改

善
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
環
境
問
題

が
深
刻
化
す
る
今
、
我
が
社
は
「
人
と
自
然
と

の
係
わ
り
を
大
切
に
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
自
然
と
一
体
に
な
れ
る
歓
び
、地
図

に
残
る
も
の
を
支
え
る
誇
り
を
も
っ
て
仕
事

に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
大
地
に

根
づ
い
た
た
ぎ
る
よ
う
な
情
熱
と
わ
き
出
る

水
の
よ
う
に
溢
れ
る
感
性
で
自
然
と
語
り
合

い
な
が
ら
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
心
で
、地
域
に
貢
献
す
る

▼ 

能
登
建
設
は
「
創
業
記
念
日
」
を
毎
年
7
月

の
“
海
の
日
” 

に
併
せ
て
慰
霊
碑
に
参
拝
し
て
、

海
岸
清
掃
や
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
の
活
動
を
全
社

員
で
行
っ
て
い
る
。
良
い
汗
を
流
し
た
後
は

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
で
美
味
し
い
ビ
ー
ル
で
乾
杯
!

▼ 

10
月
の
第
四
土
曜
日
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」
と
定
め
“
里
山
里
海
保
全
” 

と
し
て
、

自
然
学
校
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
共
同
で
荒
廃

農
地
の
ビ
オ
ト
ー
プ
化
の
た
め
に
草
刈
り
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼ 

能
登
半
島
“
里
山
里
海
自
然
学
校
”
で
「
研

修
会
」
を
開
催
し
、
珠
洲
の
生
物
多
様
性
と
そ

の
現
状
、
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
、
地
域
の

財
産
で
あ
る
生
態
系
の
保
全
に
地
域
住
民
の

参
加
と
意
義
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
我
が
社
は
、「
い
か
に
地
域
に
密
着
し
、
信

頼
さ
れ
、
貢
献
で
き
る
か
」
を
会
社
の
目
標
の

一
環
と
し
て
、
地
域
の
安
全
は
も
と
よ
り
、

活
性
化
に
も
評
価
さ
れ
、
豊
か
で
美
し
い
里

山
里
海
の
生
産
活
動
を
通
じ
た
自
然
へ
の
持

続
的
な
働
き
か
け
、
人
間
活
動
と
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
住
民

と
一
体
と
な
り
全
社
員
が
環
境
問
題
へ
の
取

り
組
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

県・市道約12km間の清掃

ＮＰＯ法人: おらっちゃの里山里海の
メンバーも参加する

▲ 環境問題の意
義と安全作業への
注意事項を聞く
▶荒廃地の草刈り
作業

矢野社長「これからも地域に密着し、
いかに貢献できるかを目標にしている」
と力強く語る！

三崎海岸約１kmの清掃作業

は
ぐ
く
も
う
豊
か
な
心
 
育
て
よ
う
石
川
の
森

ス
ト
�
プ
地
球
温
暖
化

石
川
県
森
林
公
園
の
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�︵
株
︶ホ
ク
コ
ク
地
水
設
立
55
周
年
記
念
事
業
�

地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

奥
能
登
珠
洲
の
里
山
里
海
を
守
る
た
め
に

株
式
会
社
ホ
ク
コ
ク
地
水

能
登
建
設
株
式
会
社
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古
一
地
下
開
発
株
式
会
社

写真が語る…舳倉島での昆虫類調査

アルスコンサルタンツ株式会社　吉道  俊一

主
な
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
環
境
問
題
で
あ
る
。
ハ

ン
グ
ル
文
字
や
中
国
語
の
書
か
れ

た
ゴ
ミ
が
舳
倉
島
に
は
大
量
に
漂

着
し
て
い
る
。
平
均
気
温
も
上
昇

傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
40
年
前
と
の
比
較
で
は
月
平

均
で
２
度
近
く
上
昇
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　
生
物
に
関
す
る
問
題
も
山
積
し

て
い
る
。
人
間
の
往
来
が
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
々

舳
倉
島
に
は
生
息
し
て
い
な

か
っ
た
様
々
な
動
植
物
の
生

息
・
生
育
が
新
た
に
確
認
さ
れ

た
。
さ
ら
に
防
風
林
と
し
て
植
樹

さ
れ
て
い
る
マ
ツ
や
他
の
広
葉
樹

は
す
べ
て
本
土
側
か
ら
移
入
し
た

も
の
で
、
こ
れ
ら
の
樹
木
と
一
緒

に
多
く
の
昆
虫
類
等
が
舳
倉
島
に

持
ち
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

確
認
し
て
い
る
。

　
舳
倉
島
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

も
多
く
の
新
知
見
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
し
、
島
民
の
生
活
ぶ
り
な

ど
、
文
化
的
な
側
面
か
ら
も
舳
倉

島
に
迫
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
紙
面
の
都
合
上
と
て
も
す
べ
て

を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
是
非
と
も

「
舳
倉
島
・
七
ツ
島
か
ら
の
手
紙
」

　「
舳
倉
島
」
と
い
う
島
を
ご
存
じ

で
あ
ろ
う
か
。
石
川
県
輪
島
市

か
ら
北
へ
約
50
㎞
、
フ
�
リ
ー
で

約
１
時
間
30
分
の
地
点
に
浮
か
ぶ

小
さ
な
孤
島
で
あ
る
。
渡
り
鳥
の

中
継
地
点
と
な
る
こ
と
か
ら
様
々

な
野
鳥
・
珍
鳥
を
観
察
す
る
こ
と

が
可
能
で
、
全
国
か
ら
バ
ー
ド

ウ
�
ッ
チ
ャ
ー
が
集
ま
る
野
鳥
観

察
の
メ
ッ
カ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

た
島
で
も
あ
る
。

　
こ
の
舳
倉
島
で
、
北
國
新
聞
社

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
舳
倉
島
・

七
ツ
島
自
然
環
境
調
査
団
」
が
、

2
0
0
8
年
〜
2
0
0
9
年
の
２

年
間
に
わ
た
っ
て
多
岐
に
わ
た
る

自
然
環
境
（
大
気
、
地
質
、
水
質
、

植
物
、
鳥
類
、
哺
乳
類
、
小
動
物
、

昆
虫
お
よ
び
海
生
生
物
）
を
調
査

し
た
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
の
一
部
が
北
國
新
聞
の

紙
面
を
さ
ん
ざ
ん
賑
わ
せ
て
き
た

の
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
。
私
は
こ
の
調
査
団
の
一
員

と
し
て
舳
倉
島
の
昆
虫
類
の
調
査

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
調

査
団
に
よ
る
調
査
結
果
は
北
國
新

聞
社
の
出
版
し
た
「
舳
倉
島
・
七

ツ
島
か
ら
の
手
紙
（
2
0
1
0
年

８
月
出
版
）」
に
詳
し
く
解
説
さ
れ

て
い
る
の
で
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、

を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
調
査
員

と
し
て
幸
い
で
あ
る
。

舳倉島の風景

FREE TALK  フリートーク

取り組み
我が社のFREE TALK  フリートーク会員のページ　特別企画・第2弾
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ダムのすぐ近くにある東取水口

見学用の展望台
から見た工事中
の辰巳ダム

三段石垣（この辺を地元では
「カズコズ」と呼んでいる）

横穴入り口

我が家の稲作

興信工業株式会社　貸毛  士郎

　
田
植
え
は
四
条
植
え
で
、あ
っ
と
い

う
間
に
終
了
。四
隅
は
い
ま
だ
に
手
植

え
で
は
あ
る
が
、昔
は
全
部
人
の
手
で

植
え
て
い
た
。苗
籠
を
腰
に
紐
で
く
く

り
付
け
て
腰
を
く
の
字
に
折
り
、長
時

間
か
け
て
植
え
て
い
た
。腰
の
痛
く
な

る
作
業
で
あ
っ
た
が
、も
う
今
で
は
手

で
植
え
る
な
ん
て
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

苗
箱
運
び
や
苗
箱
洗
い
は
子
供
達
の
役

目
、こ
こ
で
も
大
切
な
労
働
力
の
一
端

を
担
っ
て
く
れ
た
。

　
植
え
て
か
ら
除
草
剤
を
ま
く
前
に
、付

け
苗
を
終
わ
ら
せ
る
。「
除
草
剤
を
ま
い
た

ら
水
の
上
に
膜
が
張
る
か
ら
田
に
入
っ
て

足
跡
を
つ
け
る
の
は
良
く
な
い
ら
し
い
。」

と
、親
父
が
よ
く
言
っ
て
い
た
。除
草
は
出

て
き
た
草
を
手
で
取
り
歩
く
と
言
う
か
、

田
ん
ぼ
の
中
を
這
い
ず
り
回
る
と
い
う
表

現
が
正
し
い
か
も
。こ
れ
も
腰
が
痛
く
な

る
作
業
の
ひ
と
つ
だ
。今
で
は
、除
草
剤
が

よ
く
な
っ
た
の
か
草
が
出
て
こ
な
い
。し

か
し
、ヒ
エ
と
い
う
稲
に
良
く
似
た
雑
草

は
よ
く
生
え
、こ
れ
に
は
今
で
も
参
っ
て

い
る
。で
も
、こ
の
ヒ
エ
取
り
に
も
思
い
出

が
あ
っ
て
、い
つ
も
叱
ら
れ
て
い
た
一
番

下
の
子
が
一
番
ヒ
エ
取
り
を
手
伝
っ
て
く

れ
た
。大
き
く
な
っ
た
ヒ
エ
を
引
抜
く
作

業
も
苦
で
は
あ
る
が
、馬
鹿
話
で
大
笑
い

し
な
が
ら
の
作
業
な
の
で
我
慢
出
来
る
。

除
草
剤
は
水
を
張
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
な

い
と
効
き
目
が
な
く
な
る
。水
は
、田
の
上

方
か
ら
張
る
為
に
一
番
下
方
に
あ
る
我
が

田
ん
ぼ
に
は
中
々
思
っ
た
よ
う
に
張
れ
な

い
事
が
多
く
真
夜
中
に
水
を
張
り
に
い
く

　『
コ
ラ
ー
っ
』と
、失
敗
し
た
子
供
を
し

か
る
の
は
自
分
だ
け
で
あ
と
の
大
人
三

人
は
笑
っ
て
見
過
ご
す
。今
か
ら
15
年
も

前
の
我
が
家
の
稲
刈
り
時
の
風
景
だ
。家

族
七
人
で
稲
刈
り
、稲
運
び
、ハ
ザ
か
け

を
す
る
。当
時
、一
番
下
の
子
が
保
育
所
。

上
の
子
供
達
は
小
学
生
。で
も
、小
学
生

と
も
な
れ
ば
立
派
な
農
作
業
時
の
労
働

力
と
な
っ
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。刈
っ
た

稲
を
束
ね
て
ハ
ザ
場
ま
で
運
ぶ
。低
い
箇

所
で
は
独
り
で
掛
け
て
く
れ
る
。高
く
な

る
と
稲
を
手
渡
し
た
り
、放
り
投
げ
を
し

て
く
れ
る
。

　
昔
は
田
植
え
は
手
植
え
、稲
刈
り
は
手

刈
り
や
バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
り
取
り
を
し

た
。今
は
、田
植
え
は
田
植
え
機
、稲
刈
り

は
コ
ン
バ
イ
ン
と
な
り
子
供
の
手
を
借

り
ず
と
も
夫
婦
二
人
で
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
春
四
月
、稲
作
作
業
は
、あ
ぜ
塗
り
か
ら

始
ま
る
。モ
グ
ラ
が
土
手
に
穴
を
開
け
田

ん
ぼ
に
水
が
貯
ま
ら
な
く
な
る
か
ら
だ
。

最
初
に
土
手
の
上
面
を
鍬く
わ

で
切
り
取
り
、

一
人
は
ミ
ツ
マ
タ
鍬
で
土
を
す
く
っ
て
、

つ
け
て
ペ
タ
ペ
タ
。も
う
一
人
は
、平
ら
な

鍬
で
ペ
タ
ペ
タ
し
て
か
ら
ス
ー
っ
と
力
を

込
め
て
綺
麗
に
塗
り
押
さ
え
る
。腰
が
痛

く
な
る
作
業
だ
。

　
昔
は
耕
運
機
で
長
時
間
歩
き
回
っ
て
い

た
荒
起
し
や
、代し
ろ

か
き
も
今
で
は
ト
ラ
ク

タ
ー
で
短
時
間
。イ
ブ
リ
で
田
面
を
平
ら

に
均
し
た
事
も
、今
で
は
手
抜
き
を
す
る

く
ら
い
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
き
れ
い
に
仕
上

げ
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

時
も
あ
っ
た
。

　
消
毒
も
独
り
で
は
出
来
な
い
作
業
の
ひ

と
つ
だ
。完
全
装
備
の
服
装
で
、田
ん
ぼ
の

端
か
ら
端
に
消
毒
の
ホ
ー
ス
を
渡
し
噴
霧

す
る
。一
度
、娘
と
消
毒
作
業
を
し
た
時
に

ホ
ー
ス
の
取
付
け
間
違
い
で
二
人
消
毒
ま

み
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
苦
い
思
い

出
が
あ
っ
た
。こ
れ
も
今
で
は
娘
と
の
楽

し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。何
回
し
て

も
間
違
え
る
事
は
あ
る
も
の
で
、苗
に
泥

虫
除
け
の
薬
と
除
草
剤
の
粉
を
間
違
え
、

苗
箱
に
ふ
っ
て
田
植
え
を
し
て
し
ま
っ
た

事
が
あ
っ
た
。そ
の
年
は
駄
目
か
と
思
っ

た
が
半
分
の
苗
が
生
き
て
て
く
れ
て
、い

つ
も
よ
り
は
か
な
り
少
な
か
っ
た
が
、

ち
ゃ
ん
と
秋
に
は
収
穫
出
来
た
。こ
れ
も

苦
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
だ
。

　
今
年
は
、天
候
の
せ
い
も
あ
り
、稲
刈
り

に
は
苦
労
さ
れ
た
方
が
多
い
と
聞
く
。

べ
っ
た
り
と
倒
れ
た
稲
、降
雨
で
軟
ら
か

く
な
っ
た
田
で
の
稲
刈
り
は
、色
々
と
作

業
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。幸
い
に
も
会

社
に
勤
め
て
い
る
都
合
で
、少
し
早
い
と

思
っ
た
が
我
が
家
は
刈
り
取
り
を
し
て
降

雨
を
免
れ
た
。

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、田
植
え
か
ら
始

ま
り
稲
刈
り
ま
で
重
い
物
を
背
負
っ
て
い

る
気
が
す
る
。で
も
、収
穫
の
時
の
爽
快
感

は
何
と
も
言
え
な
い
。収
穫
し
た
米
を
今

で
は
地
元
を
離
れ
て
い
る
子
供
達
に
送
る

の
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
。送
っ
た
新
米

を
頬
張
る
孫
達
の
姿
を
想
像
し
、ま
た
来

年
も
夫
婦
二
人
仲
良
く
頑
張
っ
て
米
作
り

を
楽
し
も
う
と
話
し
合
っ
て
い
る
。

辰巳用水

国際地研株式会社　小松  秀年

群
と
文
化
的
景
観
と
し
て
、辰
巳
用
水
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。色
々
調
べ
て
い
る
と
、

か
な
り
重
要
な
史
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、実
際
に
見
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
三
段
石
垣
は
、家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、

実
際
に
見
て
み
る
と
、か
な
り
立
派
で

思
っ
た
よ
り
長
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

（
２
６
０
ｍ
程
あ
る
ら
し
い
）石
垣
の
石
は
，

近
く
に
あ
る
犀
川
の
河
原
に
あ
っ
た
大
き

な
石
を
使
っ
て
造
ら
れ
た
そ
う
で
す
。次

に
上
辰
巳
町
の
民
家
の
前
を
上
が
っ
て
い

く
と
横
穴
に
柵
が
し
て
あ
り
中
に
梯
子
が

掛
っ
て
い
ま
し
た
。辰
巳
用
水
の
横
穴
は

工
事
の
時
に
は
約
１
３
９
箇
所
あ
っ
た
の

で
す
が
現
在
で
は
約
30
程
度
残
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。こ
こ
か
ら
学
校
で
探
索
に

入
っ
た
と
子
供
た
ち
に
聞
き
、中
を
覗
い

て
見
た
が
真
っ
暗
で
何
も
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。普
段
は
、１
ｍ
程
水
位
が
あ
り
、隧

道
の
中
に
は
灯
を
灯
す
た
め
の
小
さ
い
溝

（
タ
ン
コ
ロ
岩
）が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
油
を
入
れ
て
火
を
灯
し
照
明
が
わ

り
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
次
は
、東
岩
取
水
口
に
行
き
ま
し
た
。

東
岩
取
水
口
は
、上
辰
巳
町
を
少
し
過

ぎ
て
、上
鷹
の
巣
ト
ン
ネ
ル
手
前
の
と

こ
ろ
を
右
に
降
り
て
行
く
の
で
す
が
、

辰
巳
ダ
ム
工
事
の
た
め
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
反
対
側
の

水
渕
町
方
向
へ
行
っ
て
、ダ
ム
工
事
展

望
台
か
ら
見
る
と
、辰
巳
ダ
ム
の
す
ぐ

横
に
、東
岩
取
水
口
は
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、15
年
前
に
金
沢
市
辰
巳
町
に
、

引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。辰
巳
と
い
い

ま
す
と
、辰
巳
用
水
や
現
在
建
設
中
の

辰
巳
ダ
ム
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。辰
巳
町
に
住
ん
で
い
な

が
ら
、辰
巳
用
水
の
こ
と
を
あ
ま
り
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、今
回
辰
巳
用
水
の

こ
と
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
辰
巳
用
水
は
、 

寛か
ん
え
い永
９
年

（
１
６
３
２
）、３
代
目
藩
主
前
田
利
常
が

小
松
の
町
人
板
屋
兵
四
郎
に
命
じ
て
金
沢

城
の
防
火
の
た
め
に
造
ら
せ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。現
在
の
兼
六
園
か
ら
犀
川
上

流
の
取
水
口
ま
で
は
約

１１
ｋ
ｍ
の
距
離

が
あ
り
、上
流
部
に
は
約
４
ｋ
ｍ
の
隧ず

い
ど
う道

も
掘
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
全
長
約
11
ｋ
ｍ
で
高
低
差
が
約
50
ｍ

な
の
で
勾
配
は
１
/
２
０
０
く
ら
い
に
な

り
ま
す
が
、作
業
当
時
、夜
に
、横
穴
に
取

り
付
け
た
蝋
燭
の
灯
を
対
岸
か
ら
見
て
傾

斜
を
調
べ
た
り
、隧ず

い
ど
う道
の
中
で
細
い
た
ら

い
の
よ
う
な
も
の
に
水
を
入
れ
て
水
平
よ

り
少
し
傾
斜
し
て
掘
る
と
い
う
工
夫
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、

用
水
構
築
技
術
水
準
の
高
さ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
ほ
か
、隧ず

い
ど
う道
に
並
行
す
る
開
渠
跡

や
、用
水
法
面
を
保
護
す
る
「
三
段
石
垣
」

な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
２
月
に
文
部
科
学
省
に
よ

り
、辰
巳
用
水
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、

現
在
金
沢
市
が
、世
界
遺
産
の
登
録
を
め

ざ
し
て
い
る
、城
下
町
金
沢
の
文
化
遺
産

　
実
際
み
る
と
、あ
ま
り
に
も
近
く
に
あ

り
、水
も
少
し
し
か
流
れ
て
な
い
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

辰
巳
ダ
ム
は
、平
成
20
年
３
月
に
本
体
工

事
が
着
工
し
、完
成
は
平
成
25
年
３
月
の

予
定
で
す
。通
常
は
貯
水
せ
ず
川
の
流
れ

を
保
ち
、洪
水
時
に
だ
け
貯
水
し
洪
水
調

節
を
す
る
、「
ド
ラ
イ
ダ
ム
」と
い
う
全
国

で
２
例
目
の
ダ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、隧ず

い
ど
う道
の
出
口
を
見
に
行
き
ま

し
た
。隧ず

い
ど
う道
の
出
口
は
、犀
川
浄
水
場
の

裏
に
あ
り
ま
し
た
。出
口
に
は
ち
ゃ
ん
と

水
は
流
れ
て
い
て
、浄
水
場
の
裏
を
通
っ

て
、犀
川
浄
水
場
の
中
を
流
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、兼
六
園
に
流
れ
る
水
は
、市
内
を

流
れ
る
用
水
と
は
別
に
犀
川
浄
水
場
か

ら
兼
六
園
専
用
ル
ー
ト
で
取
水
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
辰
巳
用
水
に
つ
い
て
色
々
調
べ
て

見
て
、約
３
８
０
年
前
に
、日
本
で
最
初
に

逆
サ
イ
フ
�
ン
原
理
を
使
用
し
た
の
を
初

め
、現
在
で
も
極
め
て
高
い
測
量
技
術
が

要
求
さ
れ
る
導
水
隧ず

い
ど
う道
を
誇
り
、横
穴
工

法
な
ど
い
ろ
ん
な
工
夫
が
な
さ
れ
、の
べ

14
万
人
以
上
の
人
数
（
毎
日
５
０
０
人
以

上
の
人
）で
同
時
に
工
事
を
行
い
、１
年
足

ら
ず
で
完
成
さ
せ
た
そ
う
で
す
。そ
し
て

何
よ
り
も
、現
在
も
水
路
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
技
術
水
準
の

高
さ
を
証
明
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま

た
辰
巳
町
で
は
、「
辰
巳
用
水
」の
こ
と
を

「
殿
様
用
水
」と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
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し
て
、
最
寄
り
の
病
院
を
地
図
上
で

探
す
こ
と
が
出
来
た
り
、
冷
蔵
庫
の

中
の
野
菜
や
お
肉
を
入
力
し
て
検
索

す
る
と
そ
の
入
力
し
た
材
料
を
使
っ

た
料
理
の
レ
シ
ピ
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず

多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
�
ン
が
と
て

も
魅
力
的
で
す
。

　
先
日
、
i 

P
h
o
n
e
に
と
て

も
興
味
が
あ
っ
た
私
は
携
帯
電
話

シ
�
ッ
プ
に
行
き
説
明
を
聞
く
と
、

と
て
も
人
気
が
あ
り
予
約
し
て
も
2

週
間
〜
1
ヶ
月
か
か
る
と
言
わ
れ
諦

め
て
い
た
所
、
帰
り
際
に
寄
っ
た
地

元
の
家
電
量
販
店
に
在
庫
が
あ
り
す

ぐ
に
購
入
。
今
で
は
、
ど
こ
に
行
く

に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
最
近
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
雑

誌
の
記
事
な
ど
で
「
ス
マ
ー
ト
フ
�

ン
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
ま
す
。

代
表
的
に
上
げ
ら
れ
る
の
は

A
p
p
l
e
社
か
ら
発
売
さ
れ
て

い
る
「
i 

P
h
o
n
e
」
で
、
だ
れ

で
も
一
度
は
聞
い
た
事
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
と
い
う
の
は
液

晶
が
大
き
く
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
操

作
し
ま
す
。
携
帯
電
話
と
い
う
よ
り

パ
ソ
コ
ン
に
近
い
存
在
で
、
携
帯
は

電
話
や
メ
ー
ル
機
能
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
け
れ
ど
ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
は

当
然
、
電
話
も
メ
ー
ル
も
出
来
る
の

で
す
が
あ
く
ま
で
付
属
と
し
て
付
い

た
感
じ
で
す
。
携
帯
電
話
は
最
初
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
付
い
て
い
ま

す
が
ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
は
電
話
や

メ
ー
ル
の
機
能
以
外
は
ほ
ぼ
何
も

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
の
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
専
用
の
サ
イ
ト
な
ど

か
ら
自
分
に
必
要
だ
と
思
う
機
能

（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
�
ン
）
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
使
い
や
す
い
よ
う
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
き
ま
す
。

　
i 

P
h
o
n
e
の
場
合
、
約

4
9
0
0
種
類
ほ
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
�
ン
が
配
信
さ
れ
て
い
て
、
病
院

名
や
診
療
科
目
に
よ
る
病
院
検
索
は

も
ち
ろ
ん
、
G
P
S
機
能
を
利
用

年１回の鉄分補給（鉄道の旅）

中部地質株式会社　田端  克己

す
る
。津
和
野
ま
で
片
道
２
時
間
の

道
の
り
で
あ
る
。

　
幼
稚
園
児
が
、り
ん
ご
狩
り
遠
足

で
途
中
ま
で
一
緒
に
乗
車
し
て
お
り
、

車
内
が
一
層
に
ぎ
や
か
に
な
る
。　

（
写
真
2
）

　
今
で
は
安
全
管
理
上
窓
を
開
け
ら

れ
る
列
車
は
少
な
い
が
、こ
の
列
車

は
窓
を
開
け
る
事
が
で
き
る
。

　
沿
線
で
は
、子
供
連
れ
の
家
族
や

農
作
業
の
手
を
休
め
た
人
が
、列
車

に
向
け
て
手
を
振
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　
ま
だ
、紅
葉
に
は
早
い
よ
う
で
、色

づ
い
た
木
々
は
山
頂
付
近
に
ち
ら
ほ

ら
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、ま
だ
ま
だ

み
ど
り
が
深
い
。

　
し
ば
ら
く
は
比
較
的
平
坦
な
線
形

で
あ
っ
た
が
、島
根
と
の
県
境
が
近

づ
く
に
つ
れ
だ
ん
だ
ん
と
険
し
く
な

り
、心
地
よ
い
ド
ラ
フ
ト
音
が
続
く
。

　
さ
す
が
に
峠
超
え
で
は
、通
常
よ

り
も
石
炭
を
多
く
く
べ
て
お
り
、被

写
体
と
し
て
も
魅
力
的

に
煙
が
あ
が
っ
て
い

て
、カ
メ
ラ
を
構
え
た

人
垣
が
で
き
て
い
る
。

（
写
真
3
）

　
ト
ン
ネ
ル
も
連
続

し
、煤
煙
が
舞
い
込
ん

で
く
る
よ
う
に
な
り
、

車
内
も
匂
う
し
、ス
ス

　「
間
も
な
く
新
大
阪
で
す
」の
ア
ナ

ウ
ン
ス
で
目
が
覚
め
る
と
、急
行
き

た
ぐ
に
の
車
中
に
い
た
。

小
松
出
発
前
の
土
砂
降
り
と
は
大
違

い
で
、日
の
出
を
む
か
え
青
空
が
広

が
っ
て
い
る
が
、冷
え
込
ん
で
お
り
、

厚
手
の
上
着
が
な
い
と
寒
い
。

　
こ
れ
か
ら
3
0
0
ｋ
ｍ
/
ｈ
で
走

る
最
先
端
の
N
7
0
0
系
や
5
0
0

系
新
幹
線
を
乗
り
継
い
で
、の
ん
び

り
ロ
ー
カ
ル
線
の
Ｓ
Ｌ
列
車
に
乗
り

に
行
く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、新
山
口
の
ホ
ー
ム
に
着
く

と
す
で
に
お
客
が
全
国
か
ら
こ
の

「
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
」に
乗
る
た
め
に

集
ま
っ
て
来
て
い
る
。

　
列
車
が
入
線
す
る
と
、み
な
思
い

思
い
に
記
念
撮
影
や
ス
ナ
ッ
プ
を

撮
っ
て
い
る
。

　
発
車
ま
で
時
間
が
あ
る
の
で
、ひ

と
と
お
り
車
内
探
検
す
る
。

　
貴
婦
人
の
愛
称
が
つ
い
た
Ｃ
57

－

１
号
機
を
先
頭
に
、大
正
風
、明
治

風
、昭
和
風
、洋
風
、レ
ト
ロ
調
に
内

装
を
あ
し
ら
え
た
５
両
編
成
で
、両

端
が
展
望
車
に
な
っ
て
い
る
。　

（
写
真
1
）

　
全
席
指
定
の
快
速
列
車
で
あ
る
が
、

も
ち
ろ
ん
予
約
で
満
席
で
あ
る
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
時
間

と
な
り
、汽
笛
一
声
、新
山
口
を
発
車

で
鼻
の
中
ま
で
黒
く
汚
れ
る
た
め
、

窓
を
閉
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
25
‰
の
急
勾
配
と
な

り
、空
転
を
繰
り
返
し
、し
ま
い
に
は

歩
く
の
と
同
じ
く
ら
い
に
ま
で
速
度

が
お
ち
て
し
ま
っ
た
。

若
い
機
関
士
が
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て

い
た
の
で
心
配
し
た
が
、無
事
に
峠

を
超
え
、あ
と
は
坂
を
下
っ
て
津
和

野
駅
に
滑
り
込
む
。

　
転
車
台
を
使
っ
た
機
関
車
の
方
向

転
換
や
客
車
の
入
れ
替
え
の
様
子
を

眺
め
た
り
し
て
、戻
り
ま
で
の
時
間

を
つ
ぶ
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

　
今
回
は
企
画
切
符
を
使
っ
て
、正

規
料
金
の
66
％
オ
フ
で
小
松
〜
津
和

野
間
を
、し
か
も
グ
リ
ー
ン
車
で
往

復
す
る
事
が
で
き
た
。

　
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
で
体
が
お
か
し
く

な
る
前
に
、年
に
１
度
の
贅
沢
で
、鉄

分
補
給
し
な
い
と
。来
年
は
ど
こ
へ

鉄
分
補
給
し
に
行
こ
う
か
⋮
。

写真 3

写真 1

写真 2
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▲ 2004年１月１日の日の出（三重県:伊勢大王埼にて）
◀ 朝日を浴びる愛車（秋田県:道の駅五城目にて）

気ままな車中泊

株式会社日研技術　泉  正博

が
覚
め
外
を
見
る
と
、
空
が
少
し
ず
つ

明
る
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
ガ
ラ

ス
は
曇
っ
て
よ
く
見
え
な
い
の
で
外
に

出
る
と
、
朝
日
が
八
ヶ
岳
の
上
部
を
照

ら
し
、
そ
れ
か
ら
徐
々
に
下
へ
下
へ
と

明
る
く
な
っ
て
い
く
姿
に
出
会
い
ま
し

た
。
ド
ア
一
枚
で
外
だ
か
ら
こ
そ
眺
め

る
こ
と
が
で
き
た
風
景
で
す
。
こ
の
頃

は
、
ま
だ
コ
ン
ビ
ニ
も
無
く
、
ス
ー

パ
ー
が
あ
れ
ば
そ
こ
で
買
い
出
し
を
し

て
お
き
、
登
山
用
の
コ
ン
ロ
等
で
調
理

を
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
道
の
駅
も

無
く
、
ち
ょ
っ
と
大
き
な
退
避
場
等
を

ね
ぐ
ら
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
道
の
駅
が

整
備
さ
れ
て
き
て
車
中
泊
を
す
る
に
は

便
利
に
な
り
、
実
際
多
く
の
人
が
車
中

泊
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
が
至
る
所
に
あ
り
食
べ
物
に

は
困
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
最
近
で
は
、

車
中
泊
グ
ッ
ズ
な
る
も
の
も
多
く
出

回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
1
9
9
0
年
代
の
半
ば
か

ら
は
、
車
中
泊
愛
好
家
の

あ
こ
が
れ
・
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
カ
ー
を
購
入
し
、
家
族

で
車
中
泊
を
楽
し
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
正
月
の

初
日
の
出
、
家
か
ら
日
帰

り
が
で
き
な
い
距
離
の
登

山
、
神
社
仏
閣
め
ぐ
り
な

　
私
が
車
中
泊
を
初
め
て
体
験
し
た
の

は
1
9
8
0
年
代
の
初
め
、
卒
業
論

文
の
た
め
の
踏
査
を
し
て
い
た
頃
で
す
。

1
か
月
以
上
の
宿
泊
ま
り
で
出
費
が
か

さ
み
、
し
か
た
な
く
車
中
泊
へ
と
移
行

し
た
わ
け
で
す
。
車
は
山
の
中
の
林
道

脇
に
止
め
、
夜
は
真
っ
暗
！
何
も
す

る
こ
と
が
無
い
の
で
寝
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
辺
り
一
帯
に
ホ
タ
ル
が
い
っ
ぱ

い
飛
ん
で
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
時
間
ほ
ど
こ
の
光
を
ぼ
〜
っ
と
眺
め

て
い
ま
し
た
。
ま
た
星
空
が
ど
え
ら
く

綺
麗
で
し
た
。
こ
れ
が
車
中
泊
の
始
ま

り
で
す
。
卒
業
後
数
年
し
て
こ
の
こ
と

を
思
い
出
し
、
ま
た
ど
こ
か
に
行
こ
う

と
思
い
立
ち
、
ラ
イ
ト
バ
ン
を
買
い
ま

し
た
。
普
通
車
で
は
寝
返
り
が
う
て
な

い
。
で
も
バ
ン
の
荷
台
な
ら
多
少
窮
屈

だ
が
寝
返
り
が
う
て
る
。
こ
の
違
い
は

大
き
く
、
翌
日
の
体
の
調
子
が
全
然
ち

が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
信
濃
川
の
河
口

か
ら
源
流
ま
で
の
旅
や
、
富
士
山
が
見

え
る
周
辺
の
山
々
へ
の
登
山
、
四
国
一

周
等
に
行
き
ま
し
た
。
車
中
泊
の
良
い

と
こ
ろ
は
宿
泊
料
金
が
か
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
起
き
て
ド
ア
を
開

け
れ
ば
す
ぐ
に
外
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

寝
た
い
と
こ
ろ
で
気
ま
ま
に
寝
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

長
野
県
南
牧
村
の
町
道
の
退
避
場
で
寝

て
い
た
時
の
こ
と
、
寒
く
て
朝
早
く
目

ど
、
親
子
3
人
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

子
供
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
は
川
の
字
に

な
り
寝
て
い
ま
し
た
が
、
子
供
の
成
長

と
と
も
に
狭
さ
を
感
じ
、
私
は
外
で
テ

ン
ト
を
張
っ
て
寝
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
も
ま
た
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
最
近
は
、
子
供
も
嫁
さ
ん
も
付
き
合

い
が
悪
く
な
り
一
人
旅
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
大
き
な
車
で
一
人
寝
る
の
は
の

び
の
び
で
き
て
こ
れ
も
あ
り
か
？
と
。

自
転
車
も
積
ん
で
い
き
、
車
と
自
転
車

と
徒
歩
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
き
、

寝
た
い
と
こ
ろ
で
寝
て
、
出
発
し
た
い

時
間
に
出
発
。
こ
れ
か
ら
も
車
中
泊
の

旅
は
続
く
と
思
い
ま
す
。

　
勝
手
気
ま
ま
な
車
中
泊
に
乾
杯
！

▲ 日の出時刻に、頂上
部から明るくなる八ヶ岳
東側（長野県:南牧村と
川上村の境付近より）

▲ 真夜中のテント（普段は駐車場スペース
２台分は占拠しないんだけど…）

グーグルマップ

株式会社のとさく　貝藏  敬介

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
書
い
て
あ
る
。

　
確
か
に
地
図
を
読
め
な
い
女
性
は

多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
は
読

む
気
が
な
い
だ
け
で
男
女
差
は
な
い

の
で
は
な
い
か
？
そ
ん
な
こ
と
書
い

て
よ
く
分
か
ら
な
い
市
民
団
体
か
ら

ク
レ
ー
ム
付
か
な
い
の
か
？
と
思
っ

た
が
、2
0
0
7
年
の
記
事
で
削
除

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
問

題
な
い
よ
う
だ
。

　
ち
ょ
っ
と
話
が
そ
れ
た
が
、男
性

と
比
較
し
て
女
性
は
「
空
間
認
識
能

力
」に
劣
り
、反
対
に
「
周
辺
視
野
」が

広
い
ら
し
い
。つ
ま
り
地
図
を
見
て

目
的
地
へ
の
最
適
ル
ー
ト
か
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
の
が
「
空
間
認
識
能

力
」で
、「
周
辺
視
野
」と
は
交

差
点
に
あ
る
女
性
誌
の
広
告

で
微
笑
む
モ
デ
ル
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
が
ど
こ
の
ブ
ラ
ン
ド

だ
っ
た
か
を
覚
え
て
い
る
能

力
で
す
。こ
れ
は
優
劣
で
は

な
く
持
っ
て
生
ま
れ
た
能
力

の
違
い
だ
と
い
う
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
男
女
差
は
一
般
論

で
空
間
認
識
能
力
が
高
い
女

性
も
居
る
と
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。念
の
た
め
。

　
た
し
か
に
、道
を
聞
い
た

り
す
る
と
3
個
目
の
信
号
と

か
じ
ゃ
な
く
て
コ
ン
ビ
ニ
の

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
っ
て
便
利
で
す
よ
ね
。

　
念
の
た
め
に
解
説
し
て
お
き
ま
す

が
、検
索
エ
ン
ジ
ン
の
g
o
o
g
l
e

の
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
パ
ソ
コ
ン
で

見
る
地
図
で
す
。も
ち
ろ
ん
場
所
や

店
舗
名
な
ん
か
で
検
索
で
き
て
地
図

が
表
示
さ
れ
ま
す
。ル
ー
ト
検
索
で

自
動
車
で
の
所
要
時
間
、電
車
で
の

料
金
や
乗
換
駅
な
ん
か
も
表
示
し
て

く
れ
ま
す
。遠
く
へ
出
か
け
る
と
き

は
ま
ず
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
予
習
し

て
か
ら
出
か
け
て
ま
す
。

　
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

た
店
の
案
内
地
図
が
グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ
だ
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。こ
れ
だ

と
地
図
は
常
に
最
新
で
、周
り
に
ど

ん
な
店
が
あ
る
と
か
も
調
べ
や
す
い

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

調
べ
て
い
る
と
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

運
営
の
心
得
と
言
う
サ
イ
ト
で

「
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
は
地
図
の
読
め

な
い
女
に
は
い
ら
な
い
」と
い
う
見

出
し
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
使
っ
た

店
舗
案
内
の
地
図
は
考
え
物
だ
と
い

う
の
で
す
。

　
読
ん
で
み
る
と
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

調
べ
て
店
に
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
地

図
が
古
く
て
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
。し
か
し
、グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ
で
は
地
図
の
読
め
な
い
女
性
に
は

信
号
と
か
、バ
イ
パ
ス
の
○
○
出
口

じ
ゃ
な
く
、△
△
の
店
の
看
板
有
る

と
こ
ろ
っ
て
言
っ
て
た
り
す
る
。意

味
不
明
な
地
図
を
頼
り
に
こ
こ
ま
で

行
っ
て
き
て
っ
て
言
わ
れ
た
り
。そ

う
い
う
人
っ
て
空
間
認
識
能
力
に

劣
っ
て
た
わ
け
で
す
ね
。

　
し
か
し
、そ
ん
な
人
で
も
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ
な
ら
航
空
写
真
表
示
と
か
、

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
と
か
を
試
し
て

欲
し
い
で
す
。地
図
見
て
て
も
や
っ

ぱ
り
写
真
と
絵
じ
ゃ
情
報
量
が
違
い

ま
す
。

　
だ
か
ら
地
図
見
て
ピ
ン
と
来
な
い

人
も
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
確
認
し
て

み
て
欲
し
い
で
す
ね
。

グーグルマップ 「石川県地質調査業協会」を検索した、『航空写真』の画面

グーグルマップ 「石川県地質調査業協会」を検索した、『地図』の画面
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～ どれが正解？ ～

宮下建設株式会社　畑中健吾

と
が
出
来
ま
し
た
が
納
得
い
か
ず
、

そ
れ
は
苦
情
と
は
言
わ
な
い
で

し
ょ
う
？
と
言
い
、私
は
そ
の
様

な
こ
と
を
言
わ
な
い
か
ら
運
賃
の

返
却
は
い
い
で
す
か
ら
と
言
っ
て

電
話
を
切
り
ま
し
た
。し
か
し
数
日

後
に
同
じ
運
転
士
さ
ん
が
娘
に
運

賃
を
返
し
て
来
た
の
で
娘
は
あ
り

が
た
く
受
け
取
っ
た
と
の
事
で
し

た
。私
は
子
供
た
ち
が
こ
れ
か
ら
先

世
の
中
へ
出
た
と
き
に
、定
期
券
を

忘
れ
て
も
運
賃
は
返
却
さ
れ
る
も

の
と
変
に
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に
、

本
当
は
返
金
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
と
言
う
事
を
説
明
し
た
上
で
受

け
取
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ケ
ー
ス
だ
け
で
な
く
世

の
中
に
は
、当
然
の
事
を
し
た
つ
も

り
で
と
っ
た
行
動
を
覆
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、無
邪
気
な
子
供
た
ち
に

は
ど
れ
が
正
解
か
混
乱
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
日
常
生
活

で
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
一
度
考
え
て
み
て
は
･
･
･
。

　
次
世
代
を
担
う
大
切
な
子
供
た

ち
に
、学
力
を
身
に
つ
け
る
事
も
大

切
で
す
が
、常
識
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
も
大
切
な
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
私
に
は
、二
人
の
娘
が
い
ま
す
。

あ
る
日
、上
の
娘
が
学
校
に
行
く
時

に
定
期
券
を
忘
れ
た
為
バ
ス
を
降

り
る
際
に
お
金
を
払
い
降
り
た
そ

う
で
す
。こ
こ
ま
で
は
通
常
当
り
前

の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。し
か
し
数

日
後
、そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

私
に
バ
ス
会
社
の
方
よ
り
電
話
が

か
か
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
内
容

を
聞
く
と
数
日
前
の
娘
の
話
を
し

支
払
っ
た
運
賃
を
お
返
し
し
ま
す

と
の
こ
と
で
し
た
。常
に
金
欠
病
の

私
に
し
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
と
思
い
ま

し
た
が
、娘
の
と
っ
た
行
動
が
普
通

か
と
思
っ
て
い
た
私
は
思
わ
ず
な

ん
で
？
と
尋
ね
ま
し
た
。す
る
と

バ
ス
会
社
の
方
の
説
明
は
、娘
は
定

期
券
を
購
入
し
て
持
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、た
ま
た
ま
家
に
忘
れ
た

だ
け
だ
か
ら
と
の
こ
と
で
し
た
。単

純
な
私
は
そ
こ
で
ま
た
納
得
し
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、ど
う
考
え
て

も
こ
れ
は
変
だ
と
思
い
、定
期
券
を

忘
れ
た
ら
降
り
る
際
に
お
金
を

払
っ
て
降
り
る
の
が
普
通
で
し
ょ

う
と
言
う
と
、更
に
バ
ス
会
社
の
方

の
説
明
は
、以
前
に
も
娘
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
運
賃
を
頂
い
た
と

こ
ろ
、後
日
に
保
護
者
か
ら
の
苦
情

が
来
た
と
の
事
で
し
た
。私
は
、そ

こ
で
や
っ
と
意
味
を
理
解
す
る
こ

北海技建株式会社　高木  仁志

私の住んでいる住まいは、
■ 月曜～金曜あるいは土曜は ……『羽咋のアパート』
■ 土曜～日曜は      ……『金沢の自宅』 である。

羽咋のアパートは図に示すように「眉丈山断層」の延長上付近に位置している。

金沢の自宅は森本断層上

図のように能登半島地震のときには、眉丈山断層の
延長上に別系統の震源が表れている。

■ 金沢の自宅

■ 羽咋のアパート

丸が羽咋のアパート

丸が金沢の自宅 丸が金沢の自宅
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私の住まいは活断層上
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中
小
企
業
人
材
確
保
検
討
委
員
会 

委
員
長

市
山  

勉

〝
信
頼
と
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
〟

�
人
材
確
保
推
進
事
業
を
終
え
て
�

　
人
材
確
保
推
進
事
業
の
認
定
を
受
け
て
、
広
報
委
員
会
が
中
心
と
な
り

活
動
を
始
め
て
か
ら
早
い
も
の
で
も
う
三
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

当
初
事
務
局
も
含
め
て
、
こ
ん
な
大
き
な
補
助
金
を
申
請
し
て
活
動
が
で

き
る
の
か
心
配
す
る
意
見
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
十
年
前
は
、
同
じ
事

業
を
土
質
研
究
協
同
組
合
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
土
質
研
究
協

同
組
合
で
殆
ど
事
務
局
を
賄
っ
た
た
め
、
会
員
自
身
の
事
務
的
な
負
担
は

殆
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
今
回
は
委
員
会
を
二
つ
の
小
委
員
会
に
分
け
、
国
際
地
研
㈱
の
松
村
さ

ん
と
興
信
工
業
㈱
の
畠
中
さ
ん
の
お
二
人
に
小
委
員
会
の
委
員
長
を
お
願

い
し
、
広
報
委
員
会
の
方
々
を
は
じ
め
協
会
員
の
各
社
か
ら
一
名
ず
つ
参

加
し
て
頂
き
、
そ
れ
ら
の
小
委
員
会
に
所
属
し
て
頂
き
ま
し
た
。
と
に
か

く
殆
ど
の
方
々
が
、
初
め
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
な
の
で
消
極
的
な
意
見

も
あ
り
ま
し
た
が
、「
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
信
頼
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
�
ン
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
�
ン
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
２
ヶ
月
に
一
度
は
委
員
会
の
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
た
り
、
委
員
会

事
業
の
「
先
進
地
視
察
」
に
お
い
て
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
知
識
向
上
と

信
頼
関
係
の
構
築
を
図
れ
る
よ
う
な
魅
力
的
な
企
業
を
選
択
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
小
委
員
会
の
委
員
長
さ
ん
や
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
努
力
の
お
か
げ
で
、
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
る
委
員
会
の
参
加
率
も
驚
く

ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
、
私
自
身
委
員
長
と
い
っ
て
も
何
も
せ
ず
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　「
地
質
い
し
か
わ
」
は
豊
富
な
掲
載
メ
ニ
ュ
ー
を
目
指
し
て
積
極
的
に
外

部
に
掲
載
を
お
願
い
し
て
魅
力
的
な
広
報
誌
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
協

会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
土
力
（
ど
り
ょ
く
）」
は
、
協
会
員
各
社
に
参
画
し

て
頂
き
、
協
会
員
の
想
い
が
と
て
も
こ
も
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
従
業
員
表
彰
も
新
年
会
と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

協
会
員
同
士
の
親
睦
が
促
進
さ
れ
、
当
初
の
目
的
以
上
の
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
協
会
P
R
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
各
種
研

修
会
の
開
催
、
高
校
・
大
学
の
就
職
責
任
者
と
の
会
議
の
開
催
な
ど
私
も

驚
く
ほ
ど
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
尊
敬
す
る
人
で
、
㈱
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
の
創
設
者
で
鍵
山
秀
三
郎

さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
鍵
山
さ
ん
は
い
つ
も
「
人
生
無
駄
な
努
力
は

無
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て
の
人
間
は
、
相
当
な
努
力
や
年

月
を
積
み
重
ね
な
い
と
自
分
の
望
む
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
手
に
入
れ
る
た
め
の
手
順
、
手
続
き
、
年
月
、
辛
抱
が
ど

う
し
て
も
必
要
で
し
た
。
で
は
、
そ
う
し
た
努
力
が
無
駄
で
あ
っ
た
か
。

決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、
努
力
を
重
ね
る
課
程
で
、
私
た
ち
人
間
は
暗
黙

の
規
範
、
規
律
、
秩
序
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
今
回
の
人
材
確
保
推
進
事
業
も
三
年
間
努
力
を
重
ね
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
我
々
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
暗
黙
の
規
範
、
規
律
、
秩
序
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
当
初
目
的
と
し
て
い
た
「
信
頼
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
�
ン
」
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
機
会
を
頂
き
ま
し
た
「
独
立
行
政
法
人
雇

用
能
力
開
発
機
構
」
の
関
係
各
位
と
人
材
確
保
推
進
事
業
に
参
画
し
て
頂

き
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人材確保推進事業

H20. 11. 14 モデル企業見学会（朝日酒造（株））

H21. 7. 10 学校との懇談会
「明日の職場定着を考える」

H21. 9. 11 モデル企業見学会
（伊奈食品工業（株））

H21. 2. 27 部外セミナー
「自己都合退職ゼロを目指して」

H21. 11. 20 異業種団体交流会

協会PRポスター

協会パンフレット「土力（どりょく）」

会誌  「地質いしかわ」No.62～64

協会PRポスター

会誌  「地質いしかわ」No.62～64会誌  「地質いしかわ」No.62～64

協会パンフレット「土力（どりょく）」
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人材確保推進事業

「賃金・退職金管理セミナー」
レベルアップセミナー

■講師  田中  稔 氏（田中経営コンサルティング事務所所長）

【研修内容】
イ）人事制度と賃金管理
ロ）賃金の意義
ハ）人事考課制度
ニ）賃金設計の基本
ホ）退職金制度

等について、
「賃金・退職金管理マニュアル」を
テキストとして研修会が開催された。

■
日
本
型
の
年
功
序
列
か
ら
能
力
業

績
主
義
へ
の
変
化

■
終
身
雇
用
制
の
終
焉
が
近
付
い
た

事
に
伴
う
企
業
の
動
き

な
ど
、参
加
者
に
と
っ
て
身
近
な
話
題
で

も
あ
り
、講
師
の
熱
意
と
も
あ
い
ま
っ
て

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、時
間
設
定
に

一
工
夫
が
必
要
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆ 日  時  平成22年11月25日（木）
13：30 ～ 14：30

◆ 場  所 金沢エクセルホテル東急

◆ 出席者 19 名

講師 田中 稔 氏

賃金・退職金管理マニュアル

従業員表彰式
平成22年度

（社）石川県地質調査業協会 尾蔵 博会長から、従
業員表彰対象者16名へ表彰状及び記念品を贈呈し
た後、会長のあいさつとして地質業界における活
躍や貢献に対しての賛辞を贈った。

　
㈳
石
川
県
地
質
調
査
業
協
会
で

は
、
人
材
確
保
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
従
業
員
表
彰
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
採
用
活
動
改
善
委
員

会
を
発
足
し
表
彰
規
約
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
今
回
表
彰
対
象
と
な
る
従
業
員

は
10
年
程
度
勤
務
の
有
望
若
手
技

術
者
が
対
象
と
な
り
、
業
務
に
精

励
し
、
協
会
や
企
業
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
る
者
と
し
ま
し
た
。

◆ 日  時  平成22年5月14日（金）
17：00 ～ 17：30

◆ 場  所 ホテル金沢

◆ 出席者 29 名

◆ 表彰者 16 名 

㈱
エ
オ
ネ
ッ
ク
ス	

山
田
　
信
一

㈱
エ
オ
ネ
ッ
ク
ス	

水
谷
　
　
守	

㈱
カ
ナ
イ
ワ	

音
　
　
勇
一	

国
際
地
研 

㈱	

松
村
み
な
え

中
部
地
下
開
発 

㈱	

坂
下
　
裕
平	

中
部
地
下
開
発 

㈱	

大
田
　
武
志	

中
部
地
質 

㈱	

米
澤
　
一
浩	

東
亜
鑿
泉
工
業 

㈱	

平
澤
　
仁
史	

能
登
建
設 

㈱	

鈴
木
　
崇
広	

能
登
建
設 

㈱	

高
田
裕
次
郎	

㈱
の
と
さ
く	

山
田
　
昭
宏

古
一
地
下
開
発 

㈱	

武
内
真
之
介	

㈱
ホ
ク
コ
ク
地
水	

川
本
　
高
司	

㈱
ホ
ク
コ
ク
地
水	

根
矢
　
　
晃	

北
海
技
建 

㈱	

寺
井
　
雅
宣

宮
下
建
設 

㈱	

木
本
　
　
智

★
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
★
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8月28日 実務教習

労働安全衛生特別
教育講習会
労働安全衛生規則によりボーリング

マシンの運転に携わる者の特別教育

が義務付けされています。

このため当協会では、法令に基づき

下記のとおりボーリングマシン運転者

の安全衛生特別教育を実施しました。

協会ニュース

学科教育
◆ 日時  平成22年８月27日（金）

9：00 ～ 17：00

◆ 場所 (財)石川県地場産業振興センター

◆ 内容 ＊労働安全衛生規則関係法令
 ＊ボーリングマシンに関する知識
 ＊ボーリングマシンに必要な

　一般的事項に関する知識

実務教育
◆ 日時  平成22年８月28日（土）

9：00 ～ 15：00

◆ 場所 (社 )石川県地質調査業協会 
 駐車場

◆ 受講修了者　30名

人材確保推進事業

昼夜仕事に追われるお父さんと、さみしい思いをしな
がらも、休む暇のなかったお父さんの気持ちを支える
家族の温かいストーリーに仕上がりました。

石川県地質調査業協会
雇用ガイドブックを
作成しました。

一般にあまり知られていない地質調査業の

実際の仕事の内容を、中高生にもわかりや

すく伝えようと、マンガ冊子を作成しました。

『 能登半島地震で緊急出動!!  ～能登有料道路復旧のあゆみ～ 』は、冊子は平成22年度中小企業人材確保推進事業の補助により作成しました。

　
色
々
な
仕
事
内
容
が
あ
る
中
で

も
、
身
近
に
起
こ
っ
た
大
き
な
災

害
で
あ
る
「
能
登
半
島
地
震
」
を
取

り
上
げ
、
地
質
人
は
緊
急
事
態
に

出
動
し
、
災
害
支
援
に
お
い
て
ど

 

能
登
半
島
地
震
で
緊
急
出
動
!!  

　  

�
能
登
有
料
道
路
復
旧
の
あ
ゆ
み
�

ん
な
風
に
携
わ
っ
て
い
る
か
な
ど

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
地
質
人
の
ご
家
族
に
起

こ
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
元
に
、
現

場
で
昼
夜
作
業
を
行
っ
た
協
会
員

の
体
験
な
ど
を
盛
り
込
み
、
シ
ナ

リ
オ
を
作
成
し
ま
し
た
。（
石
川
県
地

質
調
査
業
協
会 

職
場
定
着
委
員
会
）
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協会ニュース

安全大会

2009年に石川県地質調査業協会が ｢田中経営コンサルティング事務所｣
に依頼して策定した「建設業労働安全衛生マネジメントシステム」を協
会員に周知すると共にシステムの手順について教育を実施した。

　事業主が率先し、安全に対して宣言を行う。「安全はすべてのことに優
先する」の基本的な考えに基づき、会社と労働者が一体となり労働災害
の防止を図る。

　労働者の意見を反映させ、リスクの低減を図り、安全サイクルを回す
ことで P・D・C・A を確実にする。

　今後、機会があれば実施に向けてシステムの進め方を学んでいきたい。

安全大会を、下記のとおり

実施しました。

◆ 日時  平成22年10月13日（水）
13：30 ～ 16：00

◆ 場所 石川県地場産業振興セン
ター 新館 第11研修室

◆ 参加者 27名

■ 講師  田中  稔 氏
　（田中経営コンサルティング事務所所長）

協会ニュース

技術講演会
毎年、当協会と地盤工学会北陸支部が

共催しております技術講演会を、下記

のとおり開催いたしました。

今年度は、三村衛先生、山本浩司先生そして齋藤徳美先生にお願いして、
地盤にかかわる興味深い話題について分かりやすくご講演頂きました。

◆ 日時  平成22年10月8日（金）
13：10 ～ 17：20

◆ 場所 金沢エクセルホテル東急

◆ 参加者 ６６名

地盤工学から見た歴史的地盤構造物の保全と整備
～Archeological Geotechnicsの可能性～

京都大学防災研究所　地盤災害研究部門
准教授　三村　衛　氏

地盤情報データベースの構築と活用の技術

(財)地域地盤環境研究所 地盤情報グループ
主席研究員　山本　浩司　氏

減災をめざした地域の連携
～１９９８年岩手山噴火危機

岩手大学元教授　現 放送大学岩手学習センター
センター長　齋藤　徳美　氏

労働安全衛生マネジメントシステム冊子
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日鉄住金建材株式会社

協会ニュース

経営者研修会
経営者もしくは経営者に準ずる
方を対象に経営理念の向上を
図るため、次のとおり経営者研
修会を開催しました。

◆ 日時  平成23年１月28日（金）

◆ 場所 金沢エクセルホテル東急

◆ 参加者 23名

演　題 「職場の男の我慢・女の不満」
 ～もっとお互いを知ろう～

講　師 ㈱ジーアンドエス
 代表取締役　萩原 扶未子　氏

講演内容　
○ 経営になぜジェンダー（男女の特性）が必要か？

○ 女性管理職の割合 UP= 業績 UP
女性活用による企業のメリット

○ なぜ、女性登用に失敗？
なぜ、女性管理職は育たない？
・見本が無い＝孤独
・昇進・昇給に対する意識の違い
・女性は、答えより共感を求める
・女性の特性の不認識　　　　　等々

○ 男女の特性の違いを知り、企業力アップにつなげよう！
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市山　勉

平成23年1月1日現在

社団法人 石川県地質調査業協会
〒920-0059 金沢市示野町西7番地
TEL(076)267-3244
FAX(076)267-3271
http://www.ishikawa-geo.or.jp
E-mail info@ishikawa-geo.or.jp

役　員 会　社　名 代表者 郵便番号 住　所 電話番号 FAX

理　事

常務理事

理　事

監　事

会　長

副 会 長

アルスコンサルタンツ（株）

（株）エオネックス

（株）カナイワ

興信工業（株）

国際地研（株）

（株）大一開発

中部地下開発（株）

中部地質（株）

東亜鑿泉工業（株）

（株）日研技術

能登建設（株）

（株）のとさく

古一地下開発（株）

（株）ホクコク地水

北海技建（株）

宮下建設（株）

大 深　 伸 尚

市 山　 勉

普 輪 崎 賢 彦

室 谷　 信 子

松 村 忠 雄

河 上　 公 輝

渡 部　 友 則

伊 藤 清 春

吉 田 　 信

尾 蔵 喜 八 郎

矢 野 好 二

明 星 奈 智 子

古 一　 高 子

尾 蔵　　 博

高 木　 仁 志

越 渡　 伸 廣

921-8116

920-0209

924-0028

927-0624

920-0017

929-0326

920-0205

921-8061

925-0022

921-8011

927-1454

927-1215

926-0044

921-8021

925-0014

927-2151

金沢市泉野出町2-1-1

金沢市東蚊爪町1-19-4

白山市相川新町728

鳳珠郡能登町字時長45-65

金沢市諸江町下丁428

河北郡津幡町字清水ト312-2

金沢市大浦町ハ51-1

金沢市森戸1-228

羽咋市深江町ヲ36-2

 金沢市入江3-3

珠洲市三崎町宇治ヨ部129-1

珠洲市上戸町北方い部31-1

七尾市相生町40

金沢市御影町25-1

羽咋市釜屋町ﾉ44-2

輪島市門前町走出3-50

076-248-4004

076-238-1181

076-275-8424

0768-72-1223

076-237-5758

076-288-4595

076-237-5000

076-240-7887

0767-22-3155

076-291-5159

0768-88-8800

0768-82-0111

0767-52-4467

076-241-7158

0767-22-6618

0768-42-1138

248-4174

 238-9781

275-8349

72-1224

237-4356

288-3474

237-0600

240-7757

22-3241

291-5010

88-8811

82-6126

52-4704

243-2422

22-6268

 42-1344

監　事

取扱商品

鋼管・鋼材・ビニール管・各種動力
ポンプ

ポスター・パンフレット・カタログ・
DM・チラシ・ホームページ制作

代表者

辻　 亮 一

米 浜 俊 一

舘 中 憲 次

河 内 弘 志
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郵便番号

921-8555

920-0061

920-0058

920-0047

会社名

（株）辻  さ  く

（株） 丸　菱

（株）測商技研北陸

東邦地下工機㈱
　金沢営業所

（株）ドゥーイング

住　所

金沢市増泉5-1-30

金沢市問屋町2-20

金沢市示野中町2-85

金沢市大豆田本町甲
275第２春日ﾊｲﾂ105号

電話番号 FAX

076-243-7731

076-237-8811

076-232-3900

076-235-3235

243-3876

237-8810

222-3334

235-3240

各種試験機・ 観測機器・測量機
械・事務機器

各種地すべり測定器・気象観測機・各
種精密測定器製造販売管理

ボーリングマシン・ポンプ・ミキ
サー・小口径推進器・各種付属品

(社）石川県地質調査業協会事務局 西 村　 修 920-0059

921-8112

金沢市示野町西７

金沢市長坂3-13-9

076-267-3244

076-241-8500

267-3271

241-8182

事務局長
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

石
川
県
知
事
谷
本
正
憲
様
を
始
め
と
い

た
し
ま
し
て
執
筆
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

編
集
に
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
い
た
だ
き

ま
し
た
（
独
）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
様
、

お
か
げ
さ
ま
で
地
質
石
川
第
65
号
の
発

刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
２
０
１
０
年
は
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
ど
の
よ
う
な
１
年
で
あ
り
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
数
年
毎
回
毎
回
、

同
じ
様
な
編
集
後
記
で
恐
縮
い
た
し
ま

す
が
、
今
回
も
２
０
１
０
年
を
“
ひ
ら

が
な
”
２
文
字
で
振
り
返
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
０
１
０
年
は
『
こ
う
』
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
乱
筆
乱
文
を
大

変
失
礼
い
た
し
ま
す
と
共
に
地
質
石
川

第
65
号
の
発
刊
に
御
協
力
を
頂
き
ま
し

た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
発
刊
の

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
山
担
当
理

事
を
初
め
石
川
県
地
質
調
査
業
協
会
の

皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。編

集
長

採
用
活
動
改
善
委
員
会

担
当
理
事	

市
山
　
勉	

㈱
エ
オ
ネ
ッ
ク
ス

編
集
長	

松
村
　
徹	

国
際
地
研
㈱

副
編
集
長	

古
一
　
力	

古
一
地
下
開
発
㈱

副
編
集
長	

宮
下
正
久	

宮
下
建
設
㈱

編
集
員	

吉
田
良
雄	

東
亜
鑿
泉
工
業
㈱

編
集
員	

日
比
輝
夫	

㈱
大
一
開
発

編
集
員	

入
田
明
大	

㈱
能
登
建
設

編
集
員	

明
星
加
守
暢	

㈱
の
と
さ
く

高
か
っ
た
！

そ
の
①
　
猛
暑
で
気
温
が
高
か
っ
た
。

そ
の
②
　
長
雨
で
野
菜
が
高
か
っ
た
。

そ
の
③
　
円
高
で
円
が
高
か
っ
た
。

そ
の
④
　
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
が

高
か
っ
た
。

そ
の
⑤
　
高
齢
化
が
進
ん
だ
。

と
に
か
く
高
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

何
事
も
低
い
よ
り
高
い
方
が
良
い
様
に

思
え
が
ち
で
あ
り
ま
す
が
低
い
方
が
良

い
事
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
知
ら
さ

れ
た
１
年
で
あ
っ
た
と
思
え
ま
す
、
と

考
え
ま
す
。

そ
の
①
　
希
少
金
属
レ
ア
ー
メ
タ
ル
が

一
時
輸
入
さ
れ
な
い
。

そ
の
②
　
チ
リ
鉱
山
か
ら
の
奇
跡
の
救

出
と
感
動
、
そ
の
一
方
で
正

室
と
側
室
の
争
い
！

根
岸
さ
ん
鈴
木
さ
ん
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
。

講
演
で
“
研
究
成
果
に
特
許
を
と
っ
て

い
な
い
の
で
若
い
人
に
自
由
に
つ
か
っ

て
ほ
し
い
！
”
と
述
べ
ら
れ
た
の
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。科
学
の
発
展
、技

術
の
伝
承
・
・
・
光
輝
い
て
ほ
し
い
願
い

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
し
た
。日
々

並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
で
し
ょ
う
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

政
治
・
経
済
・
社
会
・
ス
ポ
ー
ツ
や
全
て

の
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
さ
ら
に
進

み
友
好
・
交
友
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ

る
の
で
し
ょ
う
。個
の
価
値
観
が
多
様
化

す
る
一
方
で
、相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
の

必
要
性
、協
調
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。突
然
で
す
が
全
国
の
伊

達
直
人
様
、感
動
い
た
し
ま
し
た
。な
に

は
と
も
あ
れ
、先
行
き
不
透
明
で
よ
く
わ

か
ら
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
皆
で

い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

そ
の
①
　
岡
田
ジ
ャ
パ
ン
が
南
ア
フ
リ

カ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
決
勝

リ
ー
グ
に
行
っ
た
！

そ
の
②
　
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

が
小
惑
星
に
行
っ
て
帰
っ
て

き
た
。

口
蹄
疫
問
題
。
危
機
管
理
。
安
全
性
が

問
わ
れ
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
を

知
り
ま
し
た
。

子
供
手
当
て
が
支
給
さ
れ
、
そ
の
反
面

給
食
費
の
未
納
の
家
庭
が
増
え
た
？
少

子
化
の
影
響
で
し
ょ
か
？

そ
の
①
　
尖
閣
諸
島
の
中
国
漁
船
と
の

攻
防
。

そ
の
②
　
事
業
仕
分
け
で
の
公
の
場

で
の
攻
防
。

編集後記

高

鉱

幸交

行

口校 攻
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